
1 

 

「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮称
かしょう

）の論点
ろんてん

についての意見
いけん

 

（分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

) その２ 

 

（分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

) 

＜項 目
こうもく

E
いー

-2 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

等
とう

の 解 消
かいしょう

＞ 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-1) 多
おお

くの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を抱
かか

える精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

からや、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から

の大規模
だいきぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める為
ため

に、何
なん

らかの特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

か？ 

  ・・・２ 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-2) 現 実
げんじつ

に存 続
そんぞく

する「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「 再 入 院
さいにゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

」問 題
もんだい

にどのよう

に取
と

り組
く

むべきか？ ・・・１３ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-3) また、「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「 再 入 院
さいにゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

」者
しゃ

への実 態
じったい

調 査
ちょうさ

と、何
なに

が

あればそうならないかのニーズ
に ー ず

把握
はあく

は、具体的
ぐたいてき

にどのように 行
おこな

えばよいか？ 

  ・・・２３ 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-4) 上 記
じょうき

の調 査
ちょうさ

を具体的
ぐたいてき

な施策
せさく

に活
い

かすためには、どのようなシステム
し す て む

を

構 築
こうちく

すべきか？ ・・・３１ 

 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-5) スウェーデン
す う ぇ ー で ん

では 1990年 代
ねんだい

初 頭
しょとう

の改 革
かいかく

で一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

の社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

の費用
ひよう

は市 町 村
しちょうそん

が持
も

つような制度
せいど

設 計
せっけい

にした為
ため

、社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

が一 挙
いっきょ

に進
すす

んだ。我
わ

が国
くに

でもそのような 強 力
きょうりょく

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を持
も

った政 策
せいさく

が

必 要
ひつよう

か？ 必 要
ひつよう

とすればどのようなものにすべきか？ ・・・３５ 

 

＜項 目
こうもく

E
いー

-3 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

E
いー

-3-1) 「分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 ・・・４４ 
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（分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

) 

＜項 目
こうもく

E
いー

-2 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

等
とう

の 解 消
かいしょう

＞ 

論 点
ろんてん

E
いー

-2-1) 多
おお

くの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を抱
かか

える精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

からや、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から

の大規模
だいきぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める為
ため

に、何
なん

らかの特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

か？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 必 要
ひつよう

。地域
ちいき

の関 係
かんけい

機関
きかん

と 病 院
びょういん

や施設
しせつ

が 協 働
きょうどう

しながら、働 く
はたらく

職 員
しょくいん

の意識
いしき

改 革
かいかく

、

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

している人
ひと

たちの地域
ちいき

生 活
せいかつ

体験などを 集
しゅう

中 的
ちゅうてき

に行 う
おこなう

ことで、

一 定
いってい

の効果
こうか

が期待
きたい

できるのではないか。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

に関
かん

する実 態
じったい

把握
はあく

を行
おこな

い、それに基
もと

づき各地域
かくちいき

レベル
れ べ る

で受
う

け皿 作
ざらづく

り

を着 実
ちゃくじつ

に進
すす

めることが必 要
ひつよう

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

を 解 消
かいしょう

していくために、生 活
せいかつ

支援
しえん

諸 事 業
しょじぎょう

(相 談
そうだん

/ 入 所
にゅうしょ

/通 所
つうじょ

/

訪 問
ほうもん

)の 緊 急
きんきゅう

整備
せいび

を進め
すすめ

、同時
どうじ

に 病 床
びょうしょう

の削 減
さくげん

や 病 院
びょういん

マンパワー
ま ん ぱ わ ー

の地域
ちいき

配置
はいち

転 換
てんかん

を大きく
おおきく

進める
すすめる

という「時限
じげん

立 法
りっぽう

」という荒 業
あらわざ

を駆使
く し

して整備
せいび

していく。退 院
たいいん

が

促 進
そくしん

された後
あと

の空
くう

床
しょう

の活 用
かつよう

のあり方
ありかた

については、時代
じだい

状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ ま え

、先 進
せんしん

諸 国
しょこく

の例
れい

も引きながら
ひ き な が ら

検 討
けんとう

協 議
きょうぎ

する 特 別
とくべつ

の機会
きかい

を設ける
もうける

。一 番
いちばん

必 要
ひつよう

なのは、

関 係 者
かんけいしゃ

の意識
いしき

改 革
かいかく

と財 源
ざいげん

の地域
ちいき

移行
いこう

である。 

○理由 

 支援
しえん

事 業
じぎょう

や社 会
しゃかい

資源
しげん

は決 定 的
けっていてき

に不足
ふそく

しており、病 院
びょういん

に社 会
しゃかい

資本
しほん

やマンパワー
ま ん ぱ わ ー

が

集 中
しゅうちゅう

し、地域
ちいき

に 受 容 力
じゅようちから

がないままでは地域
ちいき

移行
いこう

は画餅
がべい

に等しい
ひとしい

。権利
けんり

条 約
じょうやく

批 准
ひじゅん

の最 大
さいだい

のネック
ね っ く

でもあるこの 状 況
じょうきょう

を 早 急
さっきゅう

に改 善
かいぜん

すべき。精神科
せいしんか

空 床
くうしょう

の活 用
かつよう

に関して
かんして

は、精 神
せいしん

病 院
びょういん

を廃止
はいし

したイタリア
い た り あ

を筆 頭
ひっとう

に先 進 例
せんしんれい

を参 考
さんこう

に、決して
けっして

あら

たな「社 会 的
しゃかいてき

○○」を生まない
う ま な い

ものにすることが 重 要
じゅうよう

。 
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

と先 天 性
せんてんせい

障 害 者
しょうがいしゃ

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

と一 緒
いっしょ

に議論
ぎろん

しないことを前 提
ぜんてい

にし

た特 別
とくべつ

なプロジェクトを設
もう

ける。 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

と言
い

われる原 因
げんいん

の整理
せいり

がまず必 要
ひつよう

である。個々
こ こ

の原 因
げんいん

は決
けっ

して一
ひと

つではないのでケアマネージには専 門
せんもん

の立場
たちば

の支援者
しえんしゃ

が中 心
ちゅうしん

となってプロジェクトチ

ームで課題
かだい

を解
かい

決
けっ

する。 

○理由
りゆう

 

 精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

と先 天 性
せんてんせい

障 害
しょうがい

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

では経緯
けいい

が異
こと

なる。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

あるいは入 院 中
にゅういんちゅう

の障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりの希望
きぼう

を聞
き

き、希望
きぼう

に沿
そ

った生 活
せいかつ

の

実 現
じつげん

に向
む

けて特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

をつくり応 援
おうえん

していくというのは良
よ

いことだと考
かんが

える。しかし、社 会
しゃかい

資源
しげん

が不足
ふそく

している現 状
げんじょう

があるので、一人
ひとり

ひとりの希望
きぼう

の実 現
じつげん

の

ためには地域
ちいき

生 活
せいかつ

が可能
かのう

となるための基盤
きばん

整備
せいび

は必須
ひっす

条 件
じょうけん

なので、この 特 別
とくべつ

な

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は全 国
ぜんこく

各地
かくち

で社 会
しゃかい

資源
しげん

が十 分
じゅうぶん

に整
ととの

うような準 備
じゅんび

を早 急
さっきゅう

に行
おこな

うととも

に、現 状
げんじょう

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を大 舎 制
だいしゃせい

から小 舎 制
しょうしゃせい

にし、知的
ちてき

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある人
ひと

の生 活
せいかつ

能 力
のうりょく

ならびにソーシャルコミュニケーション
そ ー し ゃ る こ み ゅ に け ー し ょ ん

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

をはかること、地域
ちいき

生 活
せいかつ

体 験
たいけん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

(実 際
じっさい

の体 験 談
たいけんだん

を聞
き

く、体 験
たいけん

するなど)を用意
ようい

し体 験
たいけん

してもらうこ

と(その後
ご

、自己
じ こ

選 択
せんたく

、自己
じ こ

決 定
けってい

へ)、地域
ちいき

での権利
けんり

擁護
ようご

システム
し す て む

の創 設
そうせつ

、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

、支援
しえん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の構 築
こうちく

、ケアマネージャ
け あ ま ね ー じ ゃ

ーの育 成
いくせい

と配置
はいち

などが必 要
ひつよう

であ

ると考
かんが

える。特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は、入 所
にゅうしょ

や病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

のみでなく、大人
おとな

に

なった知的
ちてき

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある人
ひと

が家族
かぞく

(家庭
かてい

)から自立
じりつ

していくことを支援
しえん

することも

視野
し や

に入
い

れて応 援
おうえん

してほしい。プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

自体
じたい

に反 対
はんたい

ではないが、間違
まちが

っても「施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの追
お

い出
だ

しプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

」にならないよう慎 重
しんちょう

にも慎 重
しんちょう

を期
き

した対 応
たいおう

が

求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 「入 所
にゅうしょ

か地域
ちいき

か」ではなく、その人
ひと

が選
えら

び決 定
けってい

した場所
ばしょ

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

を保 障
ほしょう

す
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ることで貧 弱
ひんじゃく

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の状 況
じょうきょう

から、やむにやまれず入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

で生 活
せいかつ

せざるを得
え

な

い状 況
じょうきょう

は解 消
かいしょう

しなければならない。そうしたプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

である。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 公 的
こうてき

な力
ちから

により、強 制 的
きょうせいてき

に入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

を行
おこな

うことは、現場
げんば

の

混 乱
こんらん

をもたらし、望
のぞ

ましくないと考
かんが

える。なにより、地域
ちいき

の様 々
さまざま

なサービス基盤
きばん

の整備
せいび

を急
いそ

ぐ一 方
いっぽう

で、利用者
りようしゃ

（家族
かぞく

）と事 業 者
じぎょうしゃ

、一 般
いっぱん

市民
しみん

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

に対
たい

する理解
りかい

を促 進
そくしん

していくことが大 切
たいせつ

であると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 必要
ひつよう

 

○理由
りゆう

 

 現状
げんじょう

のままでは実効
じっこう

が上
あ

がっていない 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず必 要
ひつよう

なのは特 別
とくべつ

なプロジェクトではなく、国
くに

や自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

状 況
じょうきょう

に関
かか

わらず、

地域
ちいき

自立
じりつ

生 活
せいかつ

のために必 要
ひつよう

と認
みと

められた給 付
きゅうふ

が確 実
かくじつ

に担
たん

保
ほ

される仕組
し く

みである。

（E-1-5も参 考
さんこう

） 

○理由
りゆう

 

 最 終 的
さいしゅうてき

に旅 人
たびびと

のマントを脱
ぬ

がせることができるのは数値
すうち

目 標
もくひょう

という「北 風
きたかぜ

」では

なく、十 分
じゅうぶん

な地域
ちいき

支援
しえん

の確 約
かくやく

という「南 風
みなみかぜ

」であるため。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・施行
しこう

事 業
じぎょう

を、施設
しせつ

、医 療
いりょう

機関
きかん

を含
ふく

んだモデル
も で る

地区
ち く

を定
さだ

めて実施
じっし

し、そこでの所 見
しょけん

を

もとに、プログラム化
ぷ ろ ぐ ら む か

をする。 
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【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 数値
すうち

目 標
もくひょう

は、地域
ちいき

の資源
しげん

や病 床 数 減
びょうしょうすうげん

などの数値
すうち

目 標
もくひょう

を設 定
せってい

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 退 院 者 数
たいいんしゃかず

の目 標
もくひょう

を 設 定
せってい

しても意味
い み

がない。受
う

け皿
ざら

となる資源
しげん

不足
ふそく

や社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を助 長
じょちょう

する病 床 数
びょうしょうすう

を課題
かだい

とすべきである。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

推 進
すいしん

のためのプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

を、保健所
ほけんじょ

単位
たんい

で設
もう

ける。 

 今
いま

まで行
おこな

われた地域
ちいき

移行
いこう

に関
かん

するプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

報 告
ほうこく

を参 考
さんこう

とすれば、保健
ほけん

所 長 会
しょちょうかい

のものも含
ふく

めて、十 分
じゅうぶん

にどのようなプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

を作
つく

るべきかは明
あき

らかと考
かんが

える。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一 律
いちりつ

に、地域
ちいき

移行
いこう

（退 院
たいいん

）を促 進
そくしん

するのではなく、ケース
け ー す

毎
ごと

に「自己
じ こ

実 現
じつげん

」や「自己
じ こ

決 定
けってい

」を目指
め ざ

すべきであり、地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるための特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

ではなく、

障 害 者
しょうがいしゃ

が安 心
あんしん

して生 活
せいかつ

できる地域
ちいき

環 境
かんきょう

整備
せいび

、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

や関 係 者
かんけいしゃ

に対
たい

する行 政
ぎょうせい

の確固
かっこ

とした姿勢
しせい

、 障 害
しょうがい

の程度
ていど

と希望
きぼう

に 応
おう

じた 選 択
せんたく

メニュ
め に ゅ

ーの整備
せいび

などの

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

が必 要
ひつよう

である。更
さら

に、「大規模
だいきぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

」などというのは、現 状
げんじょう

では

不可能
ふかのう

であり、このような議論
ぎろん

をする前
まえ

にまず、膨 大
ぼうだい

な経費
けいひ

と人 員
じんいん

を必 要
ひつよう

とする受
う

け

皿
ざら

（住 居
じゅうきょ

等
とう

）を充 分
じゅうぶん

に整備
せいび

することが不可欠
ふかけつ

である。 

○理由
りゆう

 

 特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

を 設 定
せってい

すると、いわゆる「7 万
まん

2 千 人
せんにん

問 題
もんだい

」のような、

スローガン
す ろ ー が ん

のみが先 行
せんこう

して、「自己
じ こ

実 現
じつげん

や自己
じ こ

決 定
けってい

」さらには「個別的
こべつてき

ニード
に ー ど

やケア
け あ

」

が軽視
けいし

される恐
おそ

れがある。また、「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」とは社 会 的
しゃかいてき

理由
りゆう

による入 院
にゅういん

と定義
ていぎ

すべきであり、社 会 的
しゃかいてき

理由
りゆう

は個別
こべつ

で異
こと

なる（例
たと

えば措置
そ ち

入 院
にゅういん

は社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の

典 型 例
てんけいれい

）。社 会 的
しゃかいてき

理由
りゆう

の解 消
かいしょう

が図
はか

られなければ社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

はなくならない。更
さら

に、
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「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」という、定義
ていぎ

があいまいな概 念
がいねん

を前 提
ぜんてい

にしていることからしておか

しいし、“多
おお

くの社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を抱
かか

える精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

～”といった考
かんが

えも、精神科
せいしんか

医 療
いりょう

・現場
げんば

に対
たい

する差別
さべつ

、偏 見
へんけん

である。当事者
とうじしゃ

個々
こ こ

の状 況
じょうきょう

・状 態
じょうたい

への配 慮
はいりょ

や、充 分
じゅうぶん

な受
う

け皿
ざら

が整備
せいび

されていない現 状
げんじょう

では、理想論的
りそうろんてき

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は不要
ふよう

・不可能
ふかのう

であ

る。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 このようなプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

である。しかし今
いま

までもプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は組まれた
く ま れ た

が、

十 分
じゅうぶん

に結果
けっか

を得る
え る

ことができなかった。 

○理由 

 病 院
びょういん

のベット数
べっとすう

の削 減
さくげん

とも関 連
かんれん

し、 病 院
びょういん

との連 携
れんけい

が取りにくかった
と り に く か っ た

現 状
げんじょう

も

ある。関 係 者
かんけいしゃ

が今後
こんご

の精神科
せいしんか

医 療
いりょう

の方 向 性
ほうこうせい

を 十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

して、地域
ちいき

医 療
いりょう

の方 向 性
ほうこうせい

を決めて
き め て

いく必 要
ひつよう

がある。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

からの移行
いこう

を計 画
けいかく

実施
じっし

する場合
ばあい

には、先ず
ま ず

、在 宅
ざいたく

の人
ひと

たちの置
お

かれてい

る 状 況
じょうきょう

を 斟 酌
しんしゃく

し、 優 先 的
ゆうせんてき

な対 策
たいさく

をもって 混 乱
こんらん

に陥れる
おちいれる

ことがないように

配 慮
はいりょ

すること。 

 そのため、在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

安 心
あんしん

支援
しえん

プランを策 定
さくてい

することが必 要
ひつよう

である。 

 これと並 行
へいこう

して、地域
ちいき

移行
いこう

可能者
かのうしゃ

については、移行
いこう

に必 要
ひつよう

な生 活
せいかつ

場所
ばしょ

の確保
かくほ

、支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

する。移行
いこう

実施
じっし

に当
あ

たっては、不安
ふあん

や混 乱
こんらん

を回避
かいひ

する配 慮
はいりょ

が

必 要
ひつよう

であり、一 斉
いっせい

、画 一 的
かくいつてき

に 行
おこな

うのではなく、それぞれの人
ひと

の置かれた
お   

状 況
じょうきょう

を

斟 酌
しんしゃく

して、時間
じかん

をかけて関 係 者
かんけいしゃ

の理解
りかい

を深め
ふか 

、その人
ひと

の 状 態
じょうたい

に応
おう

じて 順
じゅん

次
じ

行
おこな

われるように計
けい

画
かく

実
じっ

施
し

すべきである。 

○理由   

 すべての 障 害 者
しょうがいしゃ

の 安 心
あんしん

、安 全
あんぜん

な生 活
せいかつ

の実 現
じつげん

を目指す
め ざ す

ものであり、 現 在
げんざい

の

在 宅 者
ざいたくしゃ

にとって、混 乱
こんらん

や、しわ寄
よ

せがあってはならないことである。 

 地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

にとっても、それぞれの置かれた
お    

環 境
かんきょう

は複 雑
ふくざつ

なものがあることをふまえ、
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移行先
いこうさき

での生 活
せいかつ

に安 心
あんしん

安 全
あんぜん

を確保
かくほ

する必 要
ひつよう

があり、 性 急
せいきゅう

な実施
じっし

は移行者
いこうしゃ

に不幸
ふこう

な結果
けっか

をもたらす恐れ
おそれ

があることに留 意
りゅうい

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 加齢児
かれいじ

を社 会
しゃかい

へ移行
いこう

させようと最 大 限
さいだいげん

の努 力
どりょく

を続
つづ

けてきている。なんとか移行
いこう

さ

せても次
つぎ

の加齢者
かれいしゃ

が新
あら

たに加
くわ

わってきている。プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

というより、地域
ちいき

ごとの

社 会
しゃかい

資源
しげん

の良 質
りょうしつ

の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

の現 在
げんざい

の入 所
にゅうしょ

は、２割
わり

を占
し

める虐 待
ぎゃくたい

などの社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

をのぞ

いて、有
ゆう

期限
きげん

で平 均
へいきん

５か月
げつ

ほどであり、この期間
きかん

に療 育
りょういく

や医 療
いりょう

を集 中 的
しゅうちゅうてき

に行
おこな

い、

目 的
もくてき

を達
たっ

して自宅
じたく

へもどっている。入 所
にゅうしょ

は多機能
たきのう

で、母子
ぼ し

入 園
にゅうえん

・脳 性
のうせい

麻痺
ま ひ

を中 心
ちゅうしん

と

した手 術
しゅじゅつ

リハビリ
り は び り

入 園
にゅうえん

・肺 炎
はいえん

やてんかん発作
ほっさ

などへの小児科的
しょうにかてき

医 療
いりょう

入 園
にゅうえん

 その他
た

に短期
たんき

入 所
にゅうしょ

を行
おこな

っている。これらの入 所
にゅうしょ

機能
きのう

自体
じたい

が直 接
ちょくせつ

在 宅
ざいたく

支援
しえん

となっている。 

入 所 児
にゅうしょじ

の９ 割
わり

以 上
いじょう

が１８ 歳
さい

未満
みまん

であるが、１８ 歳
さい

を超
こ

えた 重 度
じゅうど

の加齢児
かれいじ

の

転 出 先
てんしゅつさき

の確保
かくほ

に難 渋
なんじゅう

している。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 多様
たよう

な暮
く

らし方
かた

ができる地域
ちいき

資源
しげん

整備
せいび

や日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

とともに、障 害
しょうがい

のある

人
ひと

が地域
ちいき

で暮
く

らすことが当
あ

たり前
まえ

であるという福祉
ふくし

基盤
きばん

の醸 成
じょうせい

のための啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

が

まず必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

で自分
じぶん

らしく暮
く

らすには財 源
ざいげん

も必 要
ひつよう

であり、その国 民 的
こくみんてき

合意
ごうい

を得
え

るためにも、

隣 人
りんじん

として、当
あ

たり前
まえ

に受
う

け入
い

れるためにも、そうしたプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

が必 要
ひつよう

である。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 必 要
ひつよう

。 

○理由 
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 特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

がないと進まない
すす

。 

 いずれにしても重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

実 践
じっせん

が我 々
われわれ

を導いて
みちび

いる。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ひつようである。 

○理由
りゆう

 

 これまでの 入
にゅう

しょ施
し

せつや精
せい

しんか 病
びょう

いんにふりむけてきたたくさんのお金
かね

を、

ちいきにふりむけ、重
じゅう

てん的
てき

に使
つか

うための、１０年
ねん

たんいくらいの特
とく

べつなたいさく

が必
ひつ

ようだ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 先 進
せんしん

実施
じっし

事例
じれい

を学
まな

ぶべき。 

○理由
りゆう

 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

については 大 阪
おおさか

での地域
ちいき

移行
いこう

実施
じっし

事例
じれい

が 存
ありや

在
ざい

している。

当事者支援
とうじしゃしえん

によるピアサポ
ぴ あ さ ぽ

ート
と

事 業
じぎょう

からはじまって地域
ちいき

の当事者
とうじしゃ

支援
しえん

組織
そしき

が支援
しえん

の

中 核
ちゅうかく

に立
た

って 行 政
ぎょうせい

と 病 院 側
びょういんがわ

の 協 力
きょうりょく

を得
え

て地域
ちいき

移行
いこう

を 行
おこな

ったものである。

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

については雲 仙
うんぜん

コロニー
こ ろ に ー

の事例
じれい

があり、地域
ちいき

移行
いこう

において当事者
とうじしゃ

支援
しえん

が

不 十 分
ふじゅうぶん

な点
てん

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を多用
たよう

している等
とう

の欠 点
けってん

はもっているが、移行
いこう

自体
じたい

にお

いては自主的
じしゅてき

に 行
おこな

えたので参 考
さんこう

事例
じれい

となる。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まずは、 早 急
さっきゅう

に地域
ちいき

に様 々
さまざま

なサービス
さ ー び す

の基盤整備
きばんせいび

を行 う
おこな 

べきである。 

○理由
りゆう

 

 基盤整備
きばんせいび

が進
すす

まないなかでのプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は「絵
え

に描いた
か  

もち」となるばかりか、現
げん

場
ば

に混 乱
こんらん

をもたらすことから好まし
この  

くないと 考
かんが

える。 
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【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を行
おこな

ない、今後
こんご

の役 割
やくわり

・機能
きのう

を検
けん

証
しょう

し、必 要
ひつよう

な部分
ぶぶん

にはこれまで以 上
いじょう

に改 善
かいぜん

、予算
よさん

措置
そ ち

を行
おこ

なう。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 介 護
じゅうかいご

の難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

を家族
かぞく

に抱
かか

えている場合
ばあい

（かなりある）、介護者
かいごしゃ

のためのレス

パイト入 院
にゅういん

は不可欠
ふかけつ

。一 概
いちがい

にレスパイトを排 除
はいじょ

する傾 向
けいこう

には問 題
もんだい

がある。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

の制度化
せいどか

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 一 対
いっつい

一
いち

の支援
しえん

を時間
じかん

や場所
ばしょ

等
とう

の 融 通
ゆうずう

の効
き

く制度
せいど

の中
なか

で受
う

けられるようにする

必 要
ひつよう

があるから。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 独自
どくじ

の取
と

り組
く

みを待
ま

っていたのでは、進
すす

めるべき所
ところ

ほど進
すす

んでいかないのが実 態
じったい

で

ある。プロジェクトを行 政
ぎょうせい

主 導
しゅどう

で発 信
はっしん

し、移行
いこう

を確 実
かくじつ

に推 進
すいしん

できるシステム作
づく

り

が必 要
ひつよう

である。 

 時限
じげん

立 法
りっぽう

若
わか

しくはプロジェクトは、前 質 問
まえしつもん

の病 院
びょういん

や入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の取
と

り組
く

み強 化
きょうか

も

行
おこな

ったうえで、民 間
みんかん

の人 材
じんざい

やノウハウも取
と

り入
い

れた国
くに

や行 政
ぎょうせい

主 導
しゅどう

の取
と

り組
く

みが

必 要
ひつよう

だと考
かんが

える。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 住 宅
じゅうたく

施策
しさく

のためのプロジェクト 

○理由
りゆう
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 まずは住 宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 これまで「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

」は宣 伝
せんでん

倒
たお

れになって、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

と家族
かぞく

の

自立性
じりつせい

を奪
うば

い、将 来
しょうらい

不安
ふあん

が増 大
ぞうだい

するという深 刻
しんこく

な事態
じたい

となっている。大規模
だいきぼ

な地域
ちいき

移行
いこう

に対 処
たいしょ

するためには、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

を作
つく

り出
だ

すためのプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

は必 要
ひつよう

と

考
かんが

える。医 療
いりょう

、憩
いこ

い、住
す

まい、就 労
しゅうろう

など、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

できる仕組
し く

みや、全 国 的
ぜんこくてき

に総 合 的
そうごうてき

な支援
しえん

システム
し す て む

をつくり出
だ

していくことが、問 題
もんだい

解 決
かいけつ

にとって不可欠
ふかけつ

である。 

○理由
りゆう

 

 長
なが

く続
つづ

いているこの状 況
じょうきょう

から脱 却
だっきゃく

するには、思
おも

い切
き

った施策
しさく

を実施
じっし

する必 要 性
ひつようせい

を

痛 感
つうかん

している。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

める施策
しさく

そのものは従 来
じゅうらい

からあるが、効果
こうか

が上
あ

がっていない。具体的
ぐたいてき

な

プロジェクトを特
とく

に設
もう

けなければ地域
ちいき

移行
いこう

は進
すす

まないため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 根気
こんき

を持った
も

取
と

り組
く

みが肝 要
かんよう

であるものの、国
くに

を挙
あ

げてキャンペーン、仕掛
し か

けをもと

に本 格 的
ほんかくてき

に取り組
と り く

まないと、何十年
なんじゅうねん

立って
た

も日本
にほん

の 現 状
げんじょう

は変わ
か

らない。社 会
しゃかい

、

市民
しみん

の理解
りかい

、変 革
へんかく

が鍵
かぎ

だから。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 必 要
ひつよう

．地域
ちいき

メンタルヘルスチーム
め ん た る へ る す ち ー む

のような担 当
たんとう

地域
ちいき

に責 任
せきにん

をもち， 病 状
びょうじょう

を悪化
あっか

させずに地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 継 続
けいぞく

させていくための支援
しえん

体 制
たいせい

を創り出す
つくりだす

．精神科
せいしんか

医 療
いりょう

を

一般化並み
いっぱんかなみ

の 水 準
すいじゅん

とし，治 療
ちりょう

環 境
かんきょう

を整える
ととのえる

．そうした対 策
たいさく

と並 行
へいこう

して 病 床
びょうしょう

を削 減
さくげん

する．こうした一 貫
いっかん

した取り組み
と り く み

を推 進
すいしん

するための時限
じげん

立 法
りっぽう

が必 要
ひつよう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支える
ささ   

基盤
きばん

整備
せいび

に 係 る
かか  

特 別
とくべつ

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

については 積 極 的
せっきょくてき

に

進められる
すす      

べき。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

のための 条 件
じょうけん

整備
せいび

については、地域
ちいき

社 会
しゃかい

の意識
いしき

改 革
かいかく

にも及 ぶ
およ  

ような

特 別
とくべつ

なプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

等
とう

を通 じ て
つう    

着 実
ちゃくじつ

に図られる
はか     

べきであると考え
かんが

るため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

  必
ひつ

要
よう

である。サービス提
てい

供
きよう

事
じ

業
ぎよう

者
しや

に委
ゆだ

ねた他
た

力
りき

依
い

存
そん

では、サービス提
てい

供
きよう

事
じ

業
ぎよう

者
しや

の姿
し

勢
せい

に左
さ

右
ゆう

されてしまう。くまなく、誰
だれ

でも均
きん

等
とう

な機
き

会
かい

が用
よう

意
い

されるため

には、施
し

策
さく

として、期
き

限
げん

付
つ

きでも国
くに

・都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

によるプロジェクトが効
こう

果
か

的
てき

である。

（長
なが

野
の

県
けん

西
にし

駒
ごま

郷
きよう

・大
おお

阪
さか

府
ふ

金
こん

剛
ごう

コロニー・宮
みや

城
ぎ

県
けん

船
せん

形
けい

コロニー等
とう

） 

○理
り

由
ゆう

 

 入
にゆう

所
しよ

期
き

間
かん

・ 入
にゆう

院
いん

期
き

間
かん

が２０年
ねん

３０年
ねん

となっている利
り

用
よう

者
しや

の比
ひ

率
りつ

はどの程
てい

度
ど

で

あろうか。地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

に、 再
ふたた

び 長
ちよう

期
き

間
かん

＝例
たと

えば１０年
ねん

掛
か

けていては人
じん

生
せい

が終
お

わってしまう。数
すう

年
ねん

規
き

模
ぼ

で、時
じ

間
かん

を掛
か

けずに 行
おこな

うには、国
くに

・都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

によるプロジ

ェクトでなければ動
うご

かない・動
うご

けない。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう
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○理由
りゆう

 

 国
くに

の謝 罪
しゃざい

の元
もと

に人 権
じんけん

問 題
もんだい

として地域
ちいき

移行
いこう

が求
もと

められるから 
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論 点
ろんてん

E
いー

-2-2) 現 実
げんじつ

に存 続
そんぞく

する「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「 再 入 院
さいにゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

」問 題
もんだい

にどのよう

に取
と

り組
く

むべきか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

が圧 倒 的
あっとうてき

な問 題
もんだい

。社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

を一つ
ひとつ

ひとつすすめていくことし

か途
みち

は拓けない
ひらけない

。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「再 入 院
さいにゅういん

・入 所
にゅうしょ

」については、障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

可能性
かのうせい

についての

アセスメント
あ せ す め ん と

、当 該
とうがい

障 害 者
しょうがいしゃ

が自立
じりつ

するための多様
たよう

な受
う

け皿
ざら

づくり（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

、

公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

）、地域
ちいき

生 活
せいかつ

サポート
さ ぽ ー と

の仕組
し く

みづくりという総 合 的
そうごうてき

な

取 組
とりくみ

が必 要
ひつよう

である。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 再 入 院
さいにゅういん

予防
よぼう

のマンパワー
ま ん ぱ わ ー

として、 現 行
げんこう

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

や福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

マンパワー
ま ん ぱ わ ー

を 増 強
ぞうきょう

し、対 応
たいおう

体 制
たいせい

を整備
せいび

すること。そして地域
ちいき

の中
なか

で共
とも

に考える
かんがえる

仕組み
し く み

として自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の場
ば

で課題
かだい

設 定
せってい

していくことも大 切
たいせつ

。 

○理由 

 現 行
げんこう

の事 業
じぎょう

のいずれもがマンパワー
ま ん ぱ わ ー

が不足
ふそく

している。まずはそこを補 強
ほきょう

し対 応
たいおう

体 制
たいせい

を整 え
ととのえ

、さらに支援
しえん

の幅
はば

を広げる
ひろげる

べき。常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

による体 制
たいせい

整備
せいび

は実
み

におか

しい。種 別
しゅべつ

や規模
き ぼ

を問わず
と わ ず

、どんな事 業
じぎょう

も 常 勤
じょうきん

をきちんと配置
はいち

しなければ実 効
じっこう

ある

実 践
じっせん

は不可能
ふかのう

である。そして地域
ちいき

の課題
かだい

として考える
かんがえる

仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

であり、先ず
ま ず

は、

地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

をキチン
き ち ん

と機能
きのう

させる事
こと

。（市
し

、県
けん

、国
くに

が繋がって
つながって

） 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「再 入 院
さいにゅういん

・入 所
にゅうしょ

」の対 象 者
たいしょうしゃ

によって状 況
じょうきょう

が異
こと

なるのでそれぞれの
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取組
とりく

みが異
こと

なるが、「施設
しせつ

」の不足
ふそく

であれば造
つく

る、造
つく

れなければ地域
ちいき

生 活
せいかつ

のサポートを

手厚
てあつ

くする。 

 同時
どうじ

に待機
たいき

にいたる原 因
げんいん

を調 査
ちょうさ

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な基盤
きばん

整備
せいび

(社 会
しゃかい

資源
しげん

の拡 充
かくじゅう

)や福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の整備
せいび

(一人暮
ひとりぐ

らし

支援
しえん

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

支援
しえん

)を進
すす

めるとともに、親
おや

からの自立
じりつ

を果
は

たすために必 要
ひつよう

な

経 済 的
けいざいてき

基盤
きばん

（本 人
ほんにん

のベーシック
べ ー し っ く

・インカム
い ん か む

＝年 金
ねんきん

を生 活
せいかつ

保護
ほ ご

のレベル
れ べ る

まで引
ひ

き上
あ

げ

る）を保 障
ほしょう

することが出来
で き

れば、施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

は確 実
かくじつ

に減 尐
げんしょう

すると考
かんが

える。再 入 院
さいにゅういん

・

再 入 所
さいにゅうしょ

については、前 段
ぜんだん

でも述
の

べたように、安 心
あんしん

、安 定
あんてい

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

のた

めに一時的
いちじてき

に 本 人
ほんにん

が 必 要
ひつよう

とする 専 門 的
せんもんてき

支援
しえん

（もしくは 治 療
ちりょう

）を得
え

るための

再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

であると考
かんが

えるが、本 人
ほんにん

が地域
ちいき

で生 活
せいかつ

をするための支援
しえん

が乏
とぼ

しい

ことが理由
りゆう

で状 態
じょうたい

が悪
わる

くなり、再
ふたた

び入 院
にゅういん

もしくは入 所
にゅうしょ

をしなければならない事態
じたい

は

決
けっ

して作
つく

ってはならない。また同 様
どうよう

にこれらの社 会
しゃかい

資源
しげん

が、本 人
ほんにん

が必 要
ひつよう

とする支援
しえん

を提
てい

供
きょう

することなく、安易
あんい

に退 院
たいいん

、退 所
たいしょ

を求
もと

めることで障 害 者
しょうがいしゃ

が路頭
ろとう

に迷
まよ

うよう

なことがあってはならない。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

を最 大 限
さいだいげん

進
すす

めていく中
なか

で、そして同時
どうじ

に相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

や地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の 活 動
かつどう

を実質化
じっしつか

していく 中
なか

で、「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

が必須
ひっす

と考
かんが

えられる

ライン
ら い ん

」や「再 入 所
さいにゅうしょ

・再 入 院
さいにゅういん

が求
もと

められるライン
ら い ん

」が見
み

えてくると考
かんが

えられる。た

だし地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の水 準
すいじゅん

は当 面
とうめん

、地域
ちいき

による差
さ

が見込
み こ

まれるので、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

を 充 実
じゅうじつ

していく経過
けいか

におけるセイフティネット
せ い ふ て ぃ ね っ と

としての視点
してん

からも「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

」

「再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

」を検 討
けんとう

する期間
きかん

が必 要
ひつよう

かもしれない。施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

待機者
たいきしゃ

も、

再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

希望者
きぼうしゃ

にしても、待機
たいき

の順 番
じゅんばん

ではなく、現 在
げんざい

の当 該
とうがい

地域
ちいき

での地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の水 準
すいじゅん

の観 点
かんてん

から、実施
じっし

をしていくことが求
もと

められる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

に必 要
ひつよう

なサービスが整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

していけば、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に空
あ

きが生
しょう

じ、真
まこと

に必 要
ひつよう
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とする人
ひと

たちが利用
りよう

できるようになり、同時
どうじ

に、待機者
たいきしゃ

も解
かい

消
しょう

されていくものと考
かんが

え

る。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

関 係
かんけい

においては、都市圏
としけん

などを中 心
ちゅうしん

に入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

利用
りよう

待機者
たいきしゃ

がい

るが、密 接
みっせつ

な支援
しえん

や昼 夜
ちゅうや

の一 体 的
いったいてき

支援
しえん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

たちだけでなく、地域
ちいき

に住
す

まいや

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

のサービスが整備
せいび

されていないという理由
りゆう

の人
ひと

たちもいることが考
かんが

えられ

る。また、これらのサービスが整備
せいび

されれば、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

が可能
かのう

な人
ひと

た

ちも尐
すく

なくないと考
かんが

えられる。 

 よって、地域
ちいき

にそれらのサービスが整備
せいび

・充 実
じゅうじつ

していけば、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に空
あ

きが生
しょう

じ、

真
まこと

に必 要
ひつよう

とする人
ひと

たちが利用
りよう

できるようになり、同時
どうじ

に、待機者
たいきしゃ

も解
かい

消
け

されていくも

のと考
かんが

える。 

 ただし、この場合
ばあい

、併
あわ

せて入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の専 門 的
せんもんてき

機能
きのう

の強 化
きょうか

を図
はか

る必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 ２４時間
じかん

介護
かいご

を全国
ぜんこく

実施
じっし

して、新規
しんき

の入所
にゅうしょ

を原則
げんそく

禁止
きんし

にする。 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

には必要
ひつよう

なサービスをすべて支給
しきゅう

する。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

んでも、その分
ぶん

の空
あ

きに別
べつ

の人
ひと

が入所
にゅうしょ

しては無意味
む い み

。 

 新規
しんき

受入
うけいれ

を停
てい

止
よ

して、施設
しせつ

は段階的
だんかいてき

に縮小
しゅくしょう

する。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず必 要
ひつよう

なのは、国
くに

や自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

状 況
じょうきょう

に関
かかわ

らず地域
ちいき

自立
じりつ

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な給 付
きゅうふ

をエンタイトルメントし、その支 給
しきゅう

を確 実
かくじつ

に担
たん

保
ほ

する仕組
し く

みであり、退 所
たいしょ

・退 院
たいいん

し

た当事者
とうじしゃ

を確 実
かくじつ

に受
う

け止
と

める（当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

を含
ふく

む）地域
ちいき

の支援者
しえんしゃ

の育 成
いくせい

である。

（E-1-5、E-2-1も参 考
さんこう

） 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

の有
ゆう

期限化
きげんか

や利用
りよう

期間
きかん

の長期化
ちょうきか

によるベッド単価
たんか

の削 減
さくげん

だけではたらい回
まわ

しや
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施設
しせつ

ホッピングが増
ふ

えるだけであり、「待機
たいき

」も「再 入 院
さいにゅういん

」も解 決
かいけつ

しないと思
おも

われる

から。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重
おも

い障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で暮
く

らすための支援
しえん

や資源
しげん

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

の存 在
そんざい

理由
りゆう

は、重
おも

い障 害
しょうがい

のある人
ひと

にとって、現 在
げんざい

の居 宅
きょたく

支援
しえん

の量
りょう

・

質 的
しつてき

な問 題
もんだい

や、地域
ちいき

での暮
く

らしを支
ささ

える資源
しげん

が圧 倒 的
あっとうてき

に不足
ふそく

しているためである。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

検 討
けんとう

会議
かいぎ

を市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

で開
ひら

き再 検 討
さいけんとう

するべき。 

○理由
りゆう

 

 持続的
じぞくてき

に命
いのち

にかかわる事態
じたい

であれば、入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

は当 然
とうぜん

必 要
ひつよう

である。それ以外
いがい

で

あれば、地域
ちいき

での生 活
せいかつ

、家族
かぞく

からの地域
ちいき

移行
いこう

を含
ふく

む現 在
げんざい

行
おこな

われている支援
しえん

の退
たい

所
しょ

と

して検 討
けんとう

し、具体的
ぐたいてき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を始
はじ

める。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 かつて、政 策
せいさく

転 換
てんかん

によって「脱施設化
だつしせつか

」をめざしたアメリカ
あ め り か

合 衆 国
がっしゅうこく

においては、1970

年 代
ねんだい

になると、入 退 院
にゅうたいいん

を頻
ひん

回
かい

に繰
く

り返
かえ

す「回 転
かいてん

ドア
ど あ

現 象
げんしょう

」が問 題
もんだい

になった。し

かし、退 院
たいいん

患 者
かんじゃ

における危機
き き

対 応
たいおう

には、医 療 面
いりょうめん

での関与
かんよ

をためらうべきではなく、

場合
ばあい

によっては再 入 院
さいにゅういん

も有 効
ゆうこう

な選択肢
せんたくし

として、確保
かくほ

しておくべきである。 

○理由
りゆう

 

 言
い

うまでもなく、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

においては、「障 害
しょうがい

と疾
しつ

病
ぺい

は、併 存
へいぞん

するものであり」、

陽 性
ようせい

症 状
しょうじょう

の再 燃
さいねん

に対
たい

しては、集 中 的
しゅうちゅうてき

な入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

は、有 効
ゆうこう

かつ治 療
ちりょう

期間
きかん

の短 縮
たんしゅく

が期待
きたい

できるものである。また、いわゆる「施 設 症
しせつしょう

」として、医学的
いがくてき

関与
かんよ

を軽視
けいし

した陰 性
いんせい

症 状
しょうじょう

に 対
たい

しても、 入 院
にゅういん

機能
きのう

やデイケア
で い け あ

機能
きのう

を 有 効
ゆうこう

に利用
りよう

した心理
しんり

社 会 的
しゃかいてき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

が有 用
ゆうよう

だと考
かんが

えられる。 
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【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

は、その人
ひと

の生 活
せいかつ

の維持
い じ

、生 命
せいめい

の維持
い じ

、治 療
ちりょう

のための選 択
せんたく

として必 要
ひつよう

欠くべ
か く べ

からざる場合
ばあい

がある。したがって、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を希望
きぼう

する者
もの

の必 要
ひつよう

な事 情
じじょう

を

把握
はあく

し、必 要
ひつよう

限度
げんど

において 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を 提 供
ていきょう

（用意
ようい

）すべきである。しかし、一 方
いっぽう

では、入 所 後
にゅうしょご

の 療 育
りょういく

・治 療
ちりょう

効果
こうか

により、施設
しせつ

から地域
ちいき

への移行
いこう

が可能
かのう

となる者
もの

もあ

るので、該 当 者
がいとうしゃ

には地域
ちいき

移行
いこう

の支援
しえん

を推 進
すいしん

し、 入 所
にゅうしょ

待機者
たいきしゃ

のために 提 供
ていきょう

するこ

とも必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 施設
しせつ

は、必 要
ひつよう

時
じ

には 入 所
にゅうしょ

を選 択
せんたく

し、目 的
もくてき

達 成
たっせい

すれば在 宅
ざいたく

へと復帰
ふっき

する機能
きのう

、

役 割
やくわり

を持
も

つものである。 入 所
にゅうしょ

希望者
きぼうしゃ

には、在 宅
ざいたく

支援
しえん

での対 応
たいおう

を 十 分
じゅうぶん

に尽
つ

くして

実施
じっし

したその上
うえ

で、なお必要性
おひつようせい

があるものには配 慮
はいりょ

されるべきであり、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を

排 除
はいじょ

することはその人
ひと

の生きる
い き る

権利
けんり

を損
そこ

なうことになるのではないか。  

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 家族
かぞく

の高齢化
こうれいか

のもと、今後
こんご

ますます重度化
じゅうどか

が進
すす

んでいくことを、検 討
けんとう

の際
さい

に考 慮
こうりょ

し

なければならない。 

 待機者
たいきしゃ

については、施設
しせつ

の空
あ

きが無
な

いため「親
おや

無
な

きあと」のことを考
かんが

えて、いよいよ

家庭
かてい

でみられなくなった時
とき

のために先
さき

を見越
み こ

しての入 所
にゅうしょ

申 請
しんせい

が多
おお

いと思
おも

われ、実 態
じったい

調 査
ちょうさ

が必 要
ひつよう

である。緊 急
きんきゅう

の際
さい

には必
かなら

ず入
い

れるような予備
よ び

があれば申 請
しんせい

は大
おお

きく減
へ

ると考
かんが

えられる。社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

であるが、他
ほか

に移行
いこう

でき、かつ有
ゆう

期限
きげん

の入 所
にゅうしょ

を原 則
げんそく

とすればその余裕
よゆう

ができると思
おも

われる。  

○理由
りゆう

 

 大都市
だいとし

で施設
しせつ

を開 設
かいせつ

しても、多
おお

くの待機者
たいきしゃ

が居
い

るにもかかわらず、なかなか入 所
にゅうしょ

が

埋
う

まらなかった現 実
げんじつ

がある。 
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【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 その理由
りゆう

をしっかりと把握
はあく

するべきである。その上
うえ

で、その理由
りゆう

を改 善
かいぜん

すべき施策
しさく

を

講
こう

ずるべきである。また、安 全
あんぜん

・危機
き き

回避
かいひ

等
とう

のための支援
しえん

は 提 供
ていきょう

することも必 要
ひつよう

で

ある。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

保 障
ほしょう

を可能
かのう

にする諸 政 策
しょせいさく

をしっかりとすすめる他
ほか

はない。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 「
｛

施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」
｝

という概 念
がいねん

はない。そもそも地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

構 造
こうぞう

の構 築
こうちく

をすすめ

ていく以外
いがい

にないのではないか。 

○理由 

 いずれにしても重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

実 践
じっせん

が我 々
われわれ

を導いて
みちび

いる。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

が地域
ちいき

での生 活
せいかつ

を維持
い じ

できる体 制
たいせい

をできるだけ整備
せいび

する。その上
うえ

で、

入 所
にゅうしょ

緊 急 枞
きんきゅうわく

を短期
たんき

、長 期
ちょうき

どちらでも活 用
かつよう

できる多機能枞
たきのうわく

として、各施設
かくしせつ

に整備
せいび

する。

その場合
ばあい

、状 態
じょうたい

が改 善
かいぜん

すれば地域
ちいき

生 活
せいかつ

にもどれるよう、入 所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

と地域
ちいき

サービス
さ ー び す

の相互
そうご

並 行
へいこう

利用
りよう

ができる制度
せいど

の柔 軟
じゅうなん

さが必 要
ひつよう

である。また、待機者
たいきしゃ

、再 入 所 者
さいにゅうしょしゃ

の枞
わく

は、入 所
にゅうしょ

時
じ

は重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

であったが今
いま

は改 善
かいぜん

している方
かた

などを 適 切
てきせつ

な地域
ちいき

で

の受
う

け皿
ざら

に移行
いこう

することで空
あ

きをつくることも必 要
ひつよう

である。その上
うえ

で、不足
ふそく

するベッド
べ っ ど

は、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

病 床
びょうしょう

の、増 床
ぞうしょう

、増 築
ぞうちく

が必 要
ひつよう

である。ただし、今後
こんご

は、漫 然
まんぜん

と

長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

にするのではなく、地域
ちいき

支援
しえん

システム
し す て む

と連 携
れんけい

し、安 定
あんてい

すれば再
ふたた

び地域
ちいき

にか

える選 択
せんたく

もできる方 向 性
ほうこうせい

でのベッド
べ っ ど

の割 合
わりあい

を増
ふ

やしていく必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 超 重 症
ちょうじゅうしょう

・準
じゅん

超 重 症 児 者
ちょうじゅうしょうじしゃ

は入 所 児 者
にゅうしょじしゃ

の２倍
ばい

以 上
いじょう

が既
すで

に地域
ちいき

で生 活
せいかつ

している。
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これらの児者
じしゃ

を含
ふく

め重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が、長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

にならなくても済
す

むように、

地域
ちいき

の体 制
たいせい

を整
ととの

えることが必 要
ひつよう

である。 

 しかし、最
もっと

も切 実
せつじつ

な権利
けんり

である、生 命
せいめい

への権利
けんり

、健 康
けんこう

への権利
けんり

を守
まも

ることを優 先
ゆうせん

すべき場合
ばあい

があり、やむを得
え

ない事 情
じじょう

から長 期
ちょうき

入 所
にゅうしょ

を選 択
せんたく

せざるを得
え

ない場合
ばあい

があ

りうる。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 なぜそういう人
ひと

がいるのか、そういう人
ひと

は何
なに

をもとめているのか、どうすれば施
し

せつ

でのくらしをしなくてもいいのか、をちゃんとしらべるべきだ。 

○理由
りゆう

 

 きほんてきに、この問
もん

だいは、ちいきでの支
し

えんのしくみのうすさ、尐
すく

なさが理
り

ゆう

として考
かんが

えられる。であれば、そういう人
ひと

の声
こえ

をきくことによって、どういうことをす

れば、あらたに、あるいはふたたび施
し

せつや 病
びょう

いんに入
はい

るひとをへらすことができるか、

の対
たい

さくをかんがえることができる。それは、ぜひとも来
らい

ねんどからでも、まず行
おこな

うべ

きだ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

のサービス
さ ー び す

を 充 実
じゅうじつ

させる以外
いがい

に待機者
たいきしゃ

や 再 入 院
さいにゅういん

をさせない方 法
ほうほう

はない。 

○理由
りゆう

 

 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、家族
かぞく

が求
もと

めているのはショートステイ
し ょ ー と す て い

と地域
ちいき

での２４時間
じかん

に近
ちか

い介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

で、親
おや

のいない時
とき

に利用
りよう

できる体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である。また長 期
ちょうき

にわた

る地域
ちいき

での知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

や精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

支援
しえん

にあたる相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

の 充 実
じゅうじつ

が 必 要
ひつよう

であり、そのために１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

で 提 案
ていあん

した 人 口
じんこう

５ 万 人
まんにん

に

一カ所
いちかしょ

の支援
しえん

センター
せ ん た ー

に各
かく

２０名
めい

の相 談
そうだん

支援員
しえんいん

の配置
はいち

が不可欠
ふかけつ

である。これならば

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

で継 続 的
けいぞくてき

な自立
じりつ

支援
しえん

が

保 障
ほしょう

できる。 

 

 



20 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 論 点
ろんてん

Ｅ－１－６と同
どう

様
よう

 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 待機者
たいきしゃ

の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

をおこなう。施設
しせつ

等
とう

の待機
たいき

・入 所
にゅうしょ

希望
きぼう

の理由
りゆう

を踏
ふ

まえ、真
しん

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

が必 要
ひつよう

か、それともケアホ
け あ ほ

－ム
む

や通 所
つうしょ

施設
しせつ

等
とう

の在 宅
ざいたく

のサ
さ

－ビス
び す

利用
りよう

が必 要
ひつよう

か

を検 討
けんとう

する。 

 待機者
たいきしゃ

の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を踏
ふ

まえて、今後
こんご

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

・機能
きのう

を整理
せいり

する。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

事 情
じじょう

で対 応
たいおう

すること。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

に受
う

け皿
ざら

が十 分
じゅうぶん

に整
ととの

っていないことが原 因
げんいん

である。また、家族
かぞく

支援
しえん

について

検 討
けんとう

することが急 務
きゅうむ

の課題
かだい

である。地域
ちいき

生 活
せいかつ

が家族
かぞく

の負担
ふたん

を増 大
ぞうだい

するような結果
けっか

に

なってはならないのはもちろん、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の意義
い ぎ

や安 心
あんしん

して託
たく

せると家族
かぞく

が思
おも

えない

現 実
げんじつ

を変
か

えていくことが求
もと

められる。家族
かぞく

の意識
いしき

を変
か

えるための社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

、

具体的
ぐたいてき

な家族
かぞく

へのアプローチの方 策
ほうさく

も重 要
じゅうよう

である。 

 訪 問 型
ほうもんかた

（アウトリーチの）地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 再 入 院
さいにゅういん

が新
あら

たな社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

や長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

にならなければ、ネガティブに考
かんが

えな

くてよいと思
おも

う 

○理由
りゆう

 

 ショートステイか、入 院
にゅういん

かという選択肢
せんたくし

として考
かんが

えればいいと思
おも

う 
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私
わたし

自身
じしん

思考
しこう

が停止
ていし

すると短期
たんき

入 院
にゅういん

している 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

で普通
ふつう

に生
い

きられる環 境
かんきょう

が充 実
じゅうじつ

・整備
せいび

されない限
かぎ

り、この問 題
もんだい

の解 決
かいけつ

はない。 

○理由
りゆう

 

 特
とく

に重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

に関 係
かんけい

して、入 所 者
にゅうしょしゃ

が外 出
がいしゅつ

や一時
いちじ

帰宅
きたく

した際
さい

には、地域
ちいき

の制度
せいど

が

使
つか

えないなど、一
ひと

つ一
ひと

つのハードル
は ー ど る

を取
と

り除
のぞ

きながら、地域
ちいき

支援
しえん

システム
し す て む

を作
つく

り上
あ

げ

て行
い

かなければならない。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 再 入 院
さいにゅういん

は失 敗
しっぱい

と決
き

め付
つ

けることなく、ある程度
ていど

織
お

り込
こ

まれた現象
れ た

と捉える
とら

。 

 医師
い し

、ＰＳＷ，看護師
かんごし

、家族
かぞく

等
など

が連 携
れんけい

し、日本型
にほんがた

ＡＣＴ（包 括 型
ほうかつがた

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

プ

ログラム）が実 現
じつげん

するようチーム支援
しえん

を実施
じっし

できる制度
せいど

を。 

○理由
りゆう

 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

は起伏
きふく

も大
おお

きく、 単 純
たんじゅん

、単 線
たんせん

に運
はこ

ばないことは当 然
とうぜん

。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 精神科
せいしんか

病 棟
びょうとう

の 環 境
かんきょう

を整備
せいび

し，必 要
ひつよう

に応じて
おうじて

入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

を利用
りよう

していく． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

できる支援
しえん

基盤
きばん

を 整 え る
ととの    

こととあわせて、地域性
ちいきせい

を 十 分
じゅうぶん

に

考 慮
こうりょ

し、必 要
ひつよう

な生 活
せいかつ

資源
しげん

の整備
せいび

は 着 実
ちゃくじつ

に進められる
すす     

べきである。 

○理由
りゆう

 

 待機者
たいきしゃ

の生 活
せいかつ

を支 え る
ささ    

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

基盤
きばん

を整備
せいび

することは 早 急
そうきゅう

に進められる
すす      

べきである。一 方
いっぽう

で、地域
ちいき

分 析
ぶんせき

のもと生 活
せいかつ

資源
しげん

が不足
ふそく

する地域
ちいき

については引き続き
ひ  つづ  

整備
せいび

が進められる
すす     

べき。 
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【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 施
し

設
せつ

待
たい

機
き

者
しや

（ 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

待
たい

機
き

者
しや

）は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

では地
ち

方
ほう

事
じ

務
む

所
しよ

が把
は

握
あく

している

のが通
つう

例
れい

である。既
すで

に 入
にゆう

所
しよ

・ 入
にゆう

院
いん

・近
ちか

い 将
しよう

来
らい

を見
み

込
こ

んで・あるいは待
たい

機
き

者
しや

と

なる事
じ

由
ゆう

が 消
しよう

滅
めつ

している人
ひと

たちも登
とう

録
ろく

されている場
ば

合
あい

が某
ぼう

県
けん

ではあった。まずす

べきは、施
し

設
せつ

待
たい

機
き

者
しや

の名
めい

簿
ぼ

を精
せい

査
さ

し、緊
きん

急
きゆう

か否
いな

か、名
めい

簿
ぼ

内
ない

容
よう

を具
ぐ

体
たい

的
てき

にし、ケ

アマネジメントを徹
てつ

底
てい

して把
は

握
あく

し、課
か

題
だい

を圏
けん

域
いき

単
たん

位
い

（身
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

）での自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きよう

議
ぎ

会
かい

等
とう

で検
けん

討
とう

すべきである。 

○理
り

由
ゆう

 

 将
しよう

来
らい

への不
ふ

安
あん

から名
めい

簿
ぼ

登
とう

録
ろく

されている場
ば

合
あい

がある。しかも、それは本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

確
かく

認
にん

がされないまま家
か

族
ぞく

の都
つ

合
ごう

で登
とう

録
ろく

されている場
ば

合
あい

もある。本
ほん

人
にん

ニーズ優
ゆう

先
せん

と

いうケアマネジメントの徹
てつ

底
てい

が最
さい

優
ゆう

先
せん

されなければならない。本
ほん

人
にん

不
ふ

在
ざい

のまま名
めい

簿
ぼ

の数
すう

字
じ

が一
ひと

人
り

歩
ある

きし、自
じ

治
ち

体
たい

議
ぎ

会
かい

で受
う

け皿
ざら

が論
ろん

議
ぎ

される愚
ぐ

は避
さ

けなければならない。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 すでに述
の

べた地域
ちいき

での支援
しえん

体 制
たいせい

確 立
かくりつ

で再 入 院
さいにゅういん

は防止
ぼうし

できる 

○理由
りゆう

 

 24時間
じかん

365日
にち

の待機
たいき

支援
しえん

で入 院
にゅういん

は防止
ぼうし

できる、純 粋
じゅんすい

に医 療
いりょう

として入 院
にゅういん

でしか治 療
ちりょう

できない例
れい

はほとんど例 外
れいがい

である 
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論 点
ろんてん

E
いー

-2-3) また、「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「 再 入 院
さいにゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

」者
しゃ

への実 態
じったい

調 査
ちょうさ

と、何
なに

が

あればそうならないかのニーズ
に ー ず

把握
はあく

は、具体的
ぐたいてき

にどのように 行
おこな

えばよいか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 数 量
すうりょう

調 査
ちょうさ

では限 界
げんかい

があり、個別
こべつ

の 状 況
じょうきょう

把握
はあく

が必 要
ひつよう

。サンプル
さ ん ぷ る

調 査
ちょうさ

でも行 う
おこなう

意義
い ぎ

は大きい
おおきい

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 現 在
げんざい

の 再 入 院
さいにゅういん

の方 々
かたがた

への丁 寧
ていねい

な 協 力
きょうりょく

依頼
いらい

により、再 入 院
さいにゅういん

プロセス
ぷ ろ せ す

の把握
はあく

、

事態
じたい

回避
かいひ

の 条 件
じょうけん

設 定
せってい

などに関する
かんする

調 査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

を実施
じっし

する。 

○理由 

 実 態
じったい

をつかみながらのシステム
し す て む

研 究
けんきゅう

の必 要 性
ひつようせい

を思う
おもう

。どうしても、施設
しせつ

、病 院
びょういん

依存
いぞん

の考 え
かんがえ

が、利用者
りようしゃ

も含めて
ふくめて

大きい
おおきい

。暮らし方
くらしかた

のイメージ
い め ー じ

の共 有 化
きょうゆうか

が急 務
きゅうむ

である。

基本
きほん

は、その地域
ちいき

の人 々
ひとびと

の暮らし方
くらしかた

だと思う
おもう

。そういう意味
い み

では権利
けんり

条 約
じょうやく

の整備
せいび

が、

イメージづくり
い め ー じ づ く り

にも大きな
おおきな

力
ちから

にはなると思う
おもう

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 公 平 性
こうへいせい

を保
たも

つためにも実 態
じったい

調 査
ちょうさ

とニーズ把握
はあく

を行 政
ぎょうせい

が行
おこな

う。具体的
ぐたいてき

な方 法
ほうほう

は、

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

と話
はな

し合
あ

って決
き

める。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」については、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の相 談
そうだん

内 容
ないよう

と、同時期
どうじき

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の

数
かず

、退 所 者
たいしょしゃ

の数
かず

からおおよその数
かず

が把握
はあく

でき、同時
どうじ

に相 談
そうだん

支援
しえん

の内 容
ないよう

、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の入 所
にゅうしょ

理由
りゆう

、退 所 者
たいしょしゃ

の退
たい

所
しょ

理由
りゆう

を把握
はあく

することで施設
しせつ

待機
たいき

の背 景
はいけい

を推 定
すいてい

すること

ができると思
おも

われる。また「再 入 院
さいにゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

」についても、入 院
にゅういん

・入 所 前
にゅうしょまえ

の記録
きろく

を

チェック
ち ぇ っ く

することで再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

の繰
く

り返
かえ

し数
すう

やその背 景
はいけい

を大
おお

まかに把握
はあく

でき、
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さらに再 入 院
さいにゅういん

・再 入 所
さいにゅうしょ

の際
さい

に、その理由
りゆう

の詳 細
しょうさい

を把握
はあく

することで、実 際
じっさい

の状 況
じょうきょう

を

押
お

さえることができると思
おも

われる。以 上
いじょう

の実 数
じっすう

調 査
ちょうさ

・背 景
はいけい

調 査
ちょうさ

を一 定
いってい

期間
きかん

実施
じっし

す

ることで、「何
なに

があればそうならないかのニーズ
に ー ず

把握
はあく

」につながると思
おも

われる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

においては、相 当 数
そうとうすう

の退
しりぞ

所 者
しょしゃ

がみられるなか、新
あら

たな入 所 者
にゅうしょしゃ

も

数 多
かずおお

くあるという実 態
じったい

がある。先
ま

ず、この実 態
じったい

を分 析
ぶんせき

できるような調 査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

が

重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。 

例
たと

えば、個人
こじん

別
べつ

調 査
ちょうさ

として 

・入 所
にゅうしょ

希望者
きぼうしゃ

と新
あら

たな利用者
りようしゃ

の障 害
しょうがい

ならびにニーズの状 況
じょうきょう

（本 人
ほんにん

の意向
いこう

を含
ふく

む） 

・現 在
げんざい

あるいは入 所 前
にゅうしょまえ

の住
す

まいと日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、収 入
しゅうにゅう

、家族
かぞく

等
とう

の状 況
じょうきょう

、 

・地域
ちいき

のサービス基盤
きばん

の状 況
じょうきょう

 

・再 入 所 者
さいにゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の断 念
だんねん

の理由
りゆう

（経 済 的
けいざいてき

、健 康
けんこう

、障 害
しょうがい

の変化
へんか

など） 

などを把握
はあく

することにより、地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

（継 続
けいぞく

）に向
む

けた効果的
こうかてき

な施策
しさく

を検 討
けんとう

する

ことができると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

への意向
いこう

調査
ちょうさ

には、適切
てきせつ

なサービスを受
う

けている自治体
じ ちたい

の障害者
しょうがいしゃ

の事例
じれい

を

紹
たすく

介
かい

する映像
えいぞう

などを見
み

てもらい、地域
ちいき

が 24時間
じかん

サービスになった場合
ばあい

の知識
ちしき

を持
も

っても

らった上
うえ

で希望
きぼう

を調査
ちょうさ

する。（例
たと

えば 24時間
じかん

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

利用者
りようしゃ

なども含
ふく

めて長時間
ちょうじかん

や中
なか

程度
ていど

の時間
じかん

など映像
えいぞう

にまとめる） 

○理由
りゆう

 

 意向
いこう

調査
ちょうさ

で、貧弱
ひんじゃく

な在宅
ざいたく

サービスのイメージしかない障害者
しょうがいしゃ

に希望
きぼう

を聞
き

けば、施設
しせつ

を

望
のぞ

むのが当然
とうぜん

なので、調査
ちょうさ

の意味
い み

が無
な

い。先進地
せんしんち

の事例
じれい

などを見
み

てもらって判 断
はんだん

しても

らうべき。 
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【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市
し

役 所
やくしょ

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

の申し込み
もうしこみ

をした人
ひと

や同 居
どうきょ

家族
かぞく

に、どういうサービス
さ ー び す

があれば

地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるかという聞き取り
き き と り

をする。そして必 要
ひつよう

とされているサービス
さ ー び す

を市
し

は

提 供
ていきょう

できるようにする。 

○理由
りゆう

 

 本 人
ほんにん

から施設
しせつ

に入りたい
はいりたい

と思う
おもう

人
ひと

はほとんどいない。 

家族
かぞく

も地域
ちいき

で生 活
せいかつ

できるサービス
さ ー び す

があれば施設
しせつ

に入れたく
い れ た く

ないと考えて
かんがえて

いる人
ひと

が多い

から。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

については市 町 村
しちょうそん

が把握
はあく

しているので、調 査
ちょうさ

はすぐに可能
かのう

。 

 入 院
にゅういん

については病 院
びょういん

への調 査
ちょうさ

しかなく、調 査
ちょうさ

は協 力
きょうりょく

次第
しだい

。困 難
こんなん

か。 

○理由
りゆう

 

 行 政
ぎょうせい

が行
おこな

うべきながら、その内 容
ないよう

は国
くに

が定
さだ

めることと、すでに自立
じりつ

支援法
しえんほう

におい

て市 町 村
しちょうそん

ごとないし広 域
こういき

で作
つく

られているはずの自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

な

どを開
ひら

き、個別
こべつ

検 討
けんとう

を行
おこな

うことがよい。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」「再 入 院
さいにゅういん

・入 所
にゅうしょ

」者
しゃ

とは何
なに

か定義付
ていぎづ

けがあいまい。再 入 院
さいにゅういん

は症 状
しょうじょう

再 燃
さいねん

時
じ

の状 況
じょうきょう

によるものであり、そうならないための方 策
ほうさく

は困 難
こんなん

。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

、入 院
にゅういん

＝悪
あく

 という発 想
はっそう

が見
み

え隠
かく

れする。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 そのニーズは個
こ

別
べつ

、具体的
ぐたいてき

に把握
はあく

する必 要
ひつよう

があるが、一 般 的
いっぱんてき

な 従 来 型
じゅうらいがた

の調 査
ちょうさ

で

は、待機
たいき

等
など

の調 査
ちょうさ

対 象 者
たいしょうしゃ

を把握
はあく

することはきわめて 難
むずか

しい問 題
もんだい

がある。 
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○理由 

 調 査
ちょうさ

対 象 者
たいしょうしゃ

の把握
はあく

は、個人
こじん

情 報
じょうほう

の保護
ほ ご

という壁
かべ

があり、困 難
こんなん

を伴 う
ともなう

が、一つ
ひとつ

の方 法
ほうほう

として、公 的
こうてき

機関
きかん

や、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

などで利用
りよう

申し込み
もうしこみ

者
しゃ

（待機者
たいきしゃ

）を把握
はあく

して

いる場合
ばあい

があるので、これらを活 用
かつよう

する方 法
ほうほう

があるのではないか。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 利用
りよう

期間
きかん

や目 的
もくてき

などどのような場合
ばあい

にどのように、どのタイプ
た い ぷ

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を利用
りよう

され

たいか等
とう

を把握
はあく

したい。 

○理由
りゆう

 

 生
い

き甲斐
が い

などを含
ふく

めて障 害
しょうがい

をもった方
かた

を家庭
かてい

の中 心
ちゅうしん

とした生 活
せいかつ

を作
つく

り上
あ

げてい

ることが多
おお

いと思
おも

われ、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

より長
なが

い期間
きかん

の有
ゆう

期限
きげん

の入 所
にゅうしょ

利用
りよう

の確保
かくほ

が現 在
げんざい

、

求
もと

められていると考
かんが

えられるがそのようになっていないので。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 本 人
ほんにん

、家族
かぞく

、関 係 者
かんけいしゃ

からの丁 寧
ていねい

で公 正
こうせい

中 立
ちゅうりつ

な聞
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

が必 要
ひつよう

ではないか。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 今 回
こんかい

厚 労 省
こうろうしょう

が行
おこな

う実 態
じったい

調 査
ちょうさ

では、そのようなことは把握
はあく

できない。対 象
たいしょう

を入 院
にゅういん

、

入 所 者
にゅうしょしゃ

、待機者
たいきしゃ

本 人
ほんにん

やその家族
かぞく

のしぼった丁 寧
ていねい

な調 査
ちょうさ

があればよいが、必
かなら

ずしも

この場合
ばあい

調 査
ちょうさ

がなければニーズ把握
はあく

ができないというものではない。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 調 査
ちょうさ

にあたっては、 調 査
ちょうさ

を受
う

ける 障
しょう

がいのある 方
かた

や保護者
ほごしゃ

の心 情
しんじょう

に十 分
じゅうぶん

配 慮
はいりょ

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

を希望
きぼう

される理由
りゆう

は様 々
さまざま

であり、また複 雑
ふくざつ

な事 情
じじょう

を抱
かか

えた家庭
かてい

も尐
すく
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なくない。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 そもそも「施設
しせつ

を待って
ま

いる～～さん」は存 在
そんざい

しないのではないのではないか。「今
いま

、

ここで生きて
い

いこうとする～～さん」。そこから真
しん

のニーズ
 に ー ず

を受け止めなければ
う    と

ならな

い。 

○理由
りゆう

 

 いずれにしても重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

実 践
じっせん

が我 々
われわれ

を導いて
みちび

いる。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

の理由
りゆう

を明
あき

らかにすべきであり、偏 見
へんけん

のない調 査
ちょうさ

を行
おこな

う必 要
ひつよう

がある。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

のみならず、地域
ちいき

における支援者
しえんしゃ

（家族
かぞく

等
とう

）の実 態
じったい

調 査
ちょうさ

も必 要
ひつよう

であ

る。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

の実 態
じったい

を明
あき

らかにしなければ、今後
こんご

必 要
ひつよう

な施設
しせつ

の種 類
しゅるい

や規模
き ぼ

の体 系
たいけい

を策 定
さくてい

出来
で き

ない 

 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

も支援者
しえんしゃ

も共
とも

に人 権
じんけん

が守
まも

られなければならず、施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

には在 宅
ざいたく

支援
しえん

が困 難
こんなん

な理由
りゆう

を一 方 的
いっぽうてき

な理念
りねん

で否定
ひてい

することのないような調 査
ちょうさ

にすべきである。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 それぞれの施
し

せつの「待き者
たいきしゃ

リスト
り す と

」を県
けん

レベル
れ べ る

でもらい、そのリスト
り す と

について調
ちょう

さ

する。あるいは市 町 村
しちょうそん

の自
じ

りつ支
し

えん協
きょう

ぎ会
かい

で、あてはまる人
ひと

についての調
ちょう

さをする。 

○理由
りゆう

 

 施
し

せつや 病
びょう

いん「しかない」とおもう人
ひと

がいることは、そのちいきでの支
し

えんの仕
し

く

みが不
ふ

そくしていることでもある。であれば、県
けん

や市 町 村
しちょうそん

がちゃんとその事
じ

じつと向
む

き

あうような調
ちょう

さをする必
ひつ

ようがある。とうぜんそのための予
よ

さんは、国
くに

から県
けん

や

市 町 村
しちょうそん

にむけてしはらうべきである。 
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【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 利用者
りようしゃ

に 充 分
じゅうぶん

に説 明
せつめい

すればまったく不可能
ふかのう

ではないので、努 力
どりょく

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

入 居 者
にゅうきょしゃ

は地域
ちいき

にサービス
さ ー び す

が 充 分
じゅうぶん

になかったために施設
しせつ

入 居
にゅうきょ

を選 択
せんたく

せざ

るを得
え

なかった人
ひと

たちである。まず 入 居 者
にゅうきょしゃ

への調 査
ちょうさ

をおこない、次
つぎ

に施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

の

リスト
り す と

は都道府県
とどうふけん

が管理
かんり

しているので、その人
ひと

たちがなぜ施設
しせつ

を選 択
せんたく

せざるを得
え

ないか

を調 査
ちょうさ

すべきである。プライバシー
ぷ ら い ば し ー

の侵 害
しんがい

などの理由
りゆう

を挙
あ

げて 断
ことわ

る都道府県
とどうふけん

がある。

またすすまない理由
りゆう

の一
ひと

つとして 考
かんが

えられるのは、県 外
けんがい

施設
しせつ

に利用
りよう

を求
もと

めた場合
ばあい

に、

市 町 村
しちょうそん

も都道府県
とどうふけん

も実 態
じったい

把握
はあく

が不可能
ふかのう

になっているためである。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

では退 所
たいしょ

者
しゃ

がいる一 方
いっぽう

で、新
あら

たな 入 所
にゅうしょ

者
しゃ

や待機
たいき

者
しゃ

がいる 現 状
げんじょう

が

あることから、まずはこの 現 状
げんじょう

を分 析
ぶんせき

できるような調 査
ちょうさ

が必 要
ひつよう

である。 

 その上
うえ

で、本 人
ほんにん

の 状 況
じょうきょう

やニーズ
に ー ず

把握
はあく

とともに、地域
ちいき

のサービス
さ ー び す

基盤
きばん

の 状 況
じょうきょう

や

「施設
しせつ

待機
たいき

者
しゃ

」「再
さい

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

」となった理由
りゆう

などを把握
はあく

できるような調 査
ちょうさ

とす

るべきと 考
かんが

える。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 統 計 的
とうけいてき

な調 査
ちょうさ

より、典 型 的
てんけいてき

な具体例
ぐたいれい

について緻密
ちみつ

に調 査
ちょうさ

・分 析
ぶんせき

することが必 要
ひつよう

と思
おも

われる。その結果
けっか

を踏
ふ

まえ、施設
しせつ

待機
たいき

や 再 入 院
さいにゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

の要 因
よういん

を明
あき

らかにし、

対 策
たいさく

を講
こう

ずることが必 要
ひつよう

である。 

 追 跡
ついせき

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

からある程度
ていど

のニーズは把握
はあく

可能
かのう

と 考
かんが

える。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 一人一人
ひとりひとり

の 障 害
しょうがい

者
しゃ

やその家族
かぞく

と向
む

かい合
あ

って、その要 求
ようきゅう

をしっかりと聞
き

き取
と

る
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調 査
ちょうさ

を積
つ

み重
かさ

ねながら、何
なに

が必 要
ひつよう

かというニーズ
に ー ず

の把握
はあく

に努
つと

め、それを分 析
ぶんせき

しなが

ら実 践
じっせん

の方 向
ほうこう

を出
だ

していく活 動
かつどう

の系 統 的
けいとうてき

・継 続 的
けいぞくてき

な取
と

り組
く

みが必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 これまでの、数 多
かずおお

くの実 態
じったい

調 査
ちょうさ

などから学
まな

んで得
え

た結 論
けつろん

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の 心 情
しんじょう

、特 性
とくせい

に配 慮
はいりょ

した 慎 重
しんちょう

さが必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 当事者
とうじしゃ

への威圧
いあつ

やプレッシャーにならないようデリケートに 扱
あつか

うべき。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 入 院 中
にゅういんちゅう

の人
ひと

の 入 院 前
にゅういんまえ

の 居 住
きょじゅう

区
く

の保健師
ほけんし

や生 活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の 職 員
しょくいん

・

ピアスタッフ
ぴ あ す た っ ふ

など複 数
ふくすう

の関 係 者
かんけいしゃ

が，病 棟
びょうとう

に訪 問
ほうもん

し，本 人
ほんにん

並び
ならび

に 病 棟
びょうとう

スタッフ
す た っ ふ

と

の意見
いけん

交 換
こうかん

を行 い
おこない

，退 院
たいいん

に向けて
む け て

必 要
ひつよう

な支援
しえん

内 容
ないよう

を明らか
あきらか

にしていく． 

○理由 

 精神科
せいしんか

病 棟
びょうとう

の閉鎖性
へいさせい

に課題
かだい

がある． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「施設
しせつ

待機者
たいきしゃ

」のリスト
り す と

は各施設
かくしせつ

が持って
も   

いるので、各施設
かくしせつ

から伺 っ て
うかが   

待機者
たいきしゃ

の

調 査
ちょうさ

承 諾
しょうだく

が得られれば
え    

、訪 問
ほうもん

・聴き取り
き  と  

調 査
ちょうさ

、又
また

は郵 送
ゆうそう

調 査
ちょうさ

で可能
かのう

と思 う
おも  

が、

誰
だれ

の権 限
けんげん

で調 査
ちょうさ

を実施
じっし

し、誰
だれ

が調 査 員
ちょうさいん

となるかなどと共
とも

に、調 査
ちょうさ

設 計
せっけい

等
とう

には

検 討
けんとう

を要 す
よう  

。 

 「 再 入 所
さいにゅうしょ

」は、事例
じれい

の有無
う む

を全施設
ぜんしせつ

に調 査
ちょうさ

し、有る
あ  

場合
ばあい

は聴き取り
き  と  

調 査
ちょうさ

を行 な う
おこ    

ことも可能
かのう

かと見る
み  

。 
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【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 実
じつ

態
たい

調
ちよう

査
さ

にあたっては、一
いつ

定
てい

のスケール（必
ひつ

要
よう

度
ど

・地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

阻
そ

害
がい

要
よう

因
いん

・既
き

存
そん

サービスとのずれ・新
あら

たなサービス等
とう

）について 行
おこな

うことが必
ひつ

要
よう

である。同
どう

時
じ

に、現
げん

在
ざい

入
にゆう

所
しよ

・ 入
にゆう

院
いん

している人
ひと

たちに対
たい

する「地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

希
き

望
ぼう

者
しや

」も、同
どう

時
じ

並
へい

行
こう

して 調
ちよう

査
さ

しなければ片
かた

手
て

落
お

ちとなることを関
かん

係
けい

者
しや

は 重
じゆう

視
し

しなければならない。調
ちよう

査
さ

に当
あ

たっては、 調
ちよう

査
さ

員
いん

の事
じ

前
ぜん

研
けん

修
しゆう

を含
ふく

めた 調
ちよう

査
さ

方
ほう

法
ほう

を既
すで

に実
じつ

施
し

している実
じつ

施
し

団
だん

体
たい

資
し

料
りよう

を活
かつ

用
よう

する。 

 

○理
り

由
ゆう

 

 調
ちよう

査
さ

については、長
なが

野
の

県
けん

西
にし

駒
ごま

郷
きよう

・大
おお

阪
さか

市
し

金
こん

剛
ごう

コロニー・北
ほつ

海
かい

道
どう

全
ぜん

入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

利
り

用
よう

者
しや

調
ちよう

査
さ

・大
おお

阪
さか

市
し

入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

利
り

用
よう

者
しや

調
ちよう

査
さ

等
とう

、既
すで

に蓄
ちく

積
せき

がされており、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しよう

研
けん

究
きゆう

調
ちよう

査
さ

成
せい

果
か

物
ぶつ

として蓄
ちく

積
せき

されている。助
じよ

成
せい

金
きん

に拠
よ

る研
けん

究
きゆう

調
ちよう

査
さ

成
せい

果
か

を有
ゆう

効
こう

に活
かつ

用
よう

すべきである。 

 実
じつ

態
たい

調
ちよう

査
さ

と 称
しよう

するものが誰
だれ

の意
い

向
こう

を反
はん

映
えい

したものなのか。例
たと

えば、知
ち

的
てき

障
しよう

害
がい

の場
ば

合
あい

意
い

思
し

の 表
ひよう

明
めい

に難
なん

があるからということで、当
とう

事
じ

者
しや

より家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

が 調
ちよう

査
さ

の対
たい

象
しよう

となる傾
けい

向
こう

あり。決
けつ

して家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

を軽
けい

々
けい

に 扱
あつか

うものではないが、調
ちよう

査
さ

の対
たい

象
しよう

はあくまで当
とう

事
じ

者
しや

中
ちゆう

心
しん

。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 先
さき

に述
の

べた 24時間
じかん

対 応
たいおう

の駆
か

け込
こ

めるところとんできてくれる人
ひと

を保 障
ほしょう

すれば、

再 入 院
さいにゅういん

は防
ふせ

げる 

 調 査
ちょうさ

についてはすべての精神科
せいしんか

診 療 所
しんりょうじょ

および精 神
せいしん

病 院
びょういん

各 病 棟
かくびょうとう

に調 査 票
ちょうさひょう

を置
お

き何
なん

が必 要
ひつよう

か本 人
ほんにん

に聞
き

けばいい 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

は権利
けんり

の主 体
しゅたい

であるとすれば、また調 査
ちょうさ

の主 体
しゅたい

であり、対 象
たいしょう

であっては

ならない 
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論 点
ろんてん

E
いー

-2-4) 上 記
じょうき

の調 査
ちょうさ

を具体的
ぐたいてき

な施策
せさく

に活
い

かすためには、どのようなシステム
し す て む

を

構 築
こうちく

すべきか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 個別
こべつ

の 状 況
じょうきょう

把握
はあく

に相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

を活 用
かつよう

し、単
たん

なる調 査
ちょうさ

に終わらせず
お わ ら せ ず

に具体的
ぐたいてき

な生 活
せいかつ

支援
しえん

や自立
じりつ

の提 案
ていあん

に結びつける
む すびつ ける

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 システム論
し すてむ ろん

よりは、基本
きほん

理念
りねん

を 十 分
じゅうぶん

に深める
ふかめる

必 要
ひつよう

がある。 

○理由 

 仕組み
し く み

ばかりに視点
してん

が行く
い く

と、本 来
ほんらい

の目 的
もくてき

が薄れて
うすれて

行く
い く

ような気
き

がします。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 既存
きそん

の事 業
じぎょう

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の計 画
けいかく

に法 的
ほうてき

拘 束 力
こうそくりょく

を持
も

たせる。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 上 記
じょうき

の調 査
ちょうさ

により明確化
めいかくか

された「何
なに

があればそうならないか」を国
くに

レベル
れ べ る

のプラン
ぷ ら ん

へ反 映
はんえい

させ、身近
みぢか

な市 町 村
しちょうそん

で具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

に生
い

かす仕組
し く

みとすることが必 要
ひつよう

で

ある。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 先
ま

ずは、調 査
ちょうさ

から得
え

られたデータの信 頼 性
しんらいせい

と妥当性
だとうせい

を確保
かくほ

できるような調 査
ちょうさ

の

企画
きかく

と実施
じっし

、調 査
ちょうさ

結果
けっか

の分 析
ぶんせき

が求
もと

められる。また、国
くに

においてこれを実施
じっし

するのであ

れば、当 然
とうぜん

、施策
しさく

に反 映
はんえい

するものと考
かんが

える。 
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【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 対 象 者
たいしょうしゃ

と家族
かぞく

の調 査
ちょうさ

に加
くわ

えて、検 討
けんとう

された内 容
ないよう

についての調 査
ちょうさ

を行
おこな

う。 

○理由
りゆう

 

 これら全 体
ぜんたい

の調 査
ちょうさ

を集 約
しゅうやく

すれば、当 然
とうぜん

具体的
ぐたいてき

対 処
たいしょ

内 容
ないよう

が見
み

えてきて、現 状
げんじょう

の

サービス
さ ー び す

で不足
ふそく

しているとすれば、新
あら

たなサービス
さ ー び す

を生
う

み出
だ

すことができる。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 調査結果を分析して、 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施
し

せつや 病
びょう

いんにくらす人
ひと

、それを求
もと

める人
ひと

の調
ちょう

さは、わけずにひとかたまりのも

のとして考
かんが

え、ちいきいこうの「１０年
ねん

たんいくらいの特
とく

べつなたいさく」のなかに入
い

れるべきだ。 

○理由
りゆう

 

 論 点
ろんてん

E-2-1)の理由
りゆう

とおなじ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

戦 略
せんりゃく

会議
かいぎ

を障
さわ

がい者
もの

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

のもとに構 成
こうせい

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 ここには 行 政
ぎょうせい

、施設
しせつ

、当事者
とうじしゃ

、親
おや

など施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

の関 係 者
かんけいしゃ

が集
あつ

められるべきで

あり、施設
しせつ

移行
いこう

を実 際
じっさい

に 行
おこな

ってきたもので、すべて会議
かいぎ

を構 成
こうせい

し、財 務 省
ざいむしょう

からも

職 員
しょくいん

もよぶべきである。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 難 病
なんびょう

の場合
ばあい

は、生 活
せいかつ

・療 養
りょうよう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を先
ま

ず国
くに

が責 任
せきにん

を持
も

って行
おこな

う必 要
ひつよう

がある。 
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 現 状
げんじょう

は、「難 病
なんびょう

」といっても、範囲
はんい

も、従
したが

って人 数
にんずう

も分
わ

からない…施策
しさく

のための予算
よさん

の算 定
さんてい

（予測
よそく

）できない事態
じたい

を解
かい

決
けっ

する必 要
ひつよう

がある。 

 難 病
なんびょう

対 策
たいさく

要 綱
ようこう

を進
すす

めてきた医師
い し

、研 究 者
けんきゅうしゃ

、行 政
ぎょうせい

（厚 労 省
こうろうしょう

疾 病
しっぺい

対策課
たいさくか

・保健所
ほけんじょ

）、

研 究
けんきゅう

班
はん

当事者
とうじしゃ

が協 働
きょうどう

して調 査
ちょうさ

を行
おこな

うことが求
もと

められている。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 調 査
ちょうさ

委員会
いいんかい

に当事者
とうじしゃ

の声
こえ

を反 映
はんえい

できるようにすること。 

 集 計
しゅうけい

データの分 析
ぶんせき

からどのような施策
しさく

が必 要
ひつよう

か、当事者
とうじしゃ

を交
まじ

え検 討
けんとう

すること 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 目 的
もくてき

を明 確
めいかく

にした調 査
ちょうさ

、参加者
さんかしゃ

の意志
い し

統 一
とういつ

の中
なか

で得
え

た結果
けっか

は、必 然 的
ひつぜんてき

に具体的
ぐたいてき

な施策
しさく

への導
みちび

きとなる。あとは、それを実 現
じつげん

するための手 順
てじゅん

、財 政 的
ざいせいてき

保 障
ほしょう

の獲 得
かくとく

である。障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

、住 民
じゅうみん

、自治体
じちたい

関 係 者
かんけいしゃ

、専門家
せんもんか

などのプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

が不可欠
ふかけつ

で

ある。 

○理由
りゆう

 

 あらゆる分野
ぶんや

の参加
さんか

を保 障
ほしょう

することで、この取
と

り組
く

みを通
つう

じて、 障 害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する

権利
けんり

保 障
ほしょう

の真
しん

の意味
い み

を獲 得
かくとく

することになる。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 関 係 者
かんけいしゃ

の連 携
れんけい

する地域
ちいき

生 活
せいかつ

保 障
ほしょう

システムの構 築
こうちく

。居 住
きょじゅう

環 境
かんきょう

の確保
かくほ

、働く
はたら

場
ば

の確保
かくほ

等
とう

の総 合
そうごう

的
てき

な支援
しえん

システム。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

が一 体
いったい

として支
ささ

えることが大 切
たいせつ

だから。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 入 院
にゅういん

時
じ

から退院後
たいいんご

生 活
せいかつ

する地域
ちいき

の支援者
しえんしゃ

と 病 院
びょういん

関 係 者
かんけいしゃ

が 本 人
ほんにん

を交えて
まじえて
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退 院
たいいん

に向けた
む け た

検 討
けんとう

を進めて
すすめて

いく． 検 討
けんとう

の 中
なか

で 社 会
しゃかい

資源
しげん

などの 問 題
もんだい

で 退 院
たいいん

が

難しい
むずかしい

場合
ばあい

に，その地域
ちいき

の 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

などに問 題
もんだい

提起
ていき

を行 う
おこなう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 もし、調 査
ちょうさ

が実施
じっし

できれば、結果
けっか

に基 づ く
もと    

施策
せさく

提 言
ていげん

の段 階
だんかい

において、当事者
とうじしゃ

、

相 談
そうだん

関 係 者
かんけいしゃ

、サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

、医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

等
とう

が参加
さんか

し、国
くに

・地方
ちほう

自治体
じちたい

に提 言
ていげん

を 行 い
おこな   

、国
くに

及 び
およ  

自治体
じちたい

が対 応
たいおう

策
さく

を持つ
も  

ようなシステム
し す て む

が検 討
けんとう

出来る
で き  

のではない

かと 考 え
かんが  

る。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 施
し

策
さく

に活
い

かすためにも、調
ちよう

査
さ

はプロジェットとし、各
かく

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

担
たん

当
とう

職
しよく

員
いん

を配
はい

置
ち

し、サービス提
てい

供
きよう

事
じ

業
ぎよう

所
しよ

・相
そう

談
だん

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

・第
だい

三
さん

者
もの

性
せい

を保
たも

つためにも研
けん

究
きゆう

者
しや

を含
ふく

めたチーム編
へん

成
せい

で 行
おこな

う。結
けつ

果
か

については、真
しん

摯
し

に受
う

け止
と

め、具
ぐ

体
たい

的
てき

な施
し

策
さく

に反
はん

映
えい

していくことが担
たん

保
ぽ

されなければならない。 

○理
り

由
ゆう

 

 利
り

用
よう

者
しや

の意
い

向
こう

を聴
き

く意
い

味
み

は、実
じつ

現
げん

をするために聴
き

くのでなければ失
しつ

礼
れい

にあたる。こ

れまでケアマネジメントの 考
かんが

え方
かた

が浸
しん

透
とう

しているが、では、実
じつ

際
さい

聴
き

いて受
う

け止
と

めた

結
けつ

果
か

について、誰
だれ

が責
せき

任
にん

を負
お

うのかが不
ふ

透
とう

明
めい

であってはならない。施
し

策
さく

に反
はん

映
えい

する

意
い

向
こう

を持
も

って 調
ちよう

査
さ

にあたる必
ひつ

要
よう

がある。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 本 人
ほんにん

のを主 体
しゅたい

とする調 査
ちょうさ

過程
かてい

そのものが障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

過程
かてい

となる

ので、そうした調 査
ちょうさ

に基
もと

づき体 制
たいせい

が作
つく

られるべきである 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

は調 査
ちょうさ

の客 体
きゃくたい

ではなく主 体
しゅたい

であるべきだから 
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論 点
ろんてん

E
いー

-2-5) スウェーデン
す う ぇ ー で ん

では 1990年 代
ねんだい

初 頭
しょとう

の改 革
かいかく

で一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

の社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

の費用
ひよう

は市 町 村
しちょうそん

が持
も

つような制度
せいど

設 計
せっけい

にした為
ため

、社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

が一 挙
いっきょ

に進
すす

んだ。我
わ

が国
くに

でもそのような 強 力
きょうりょく

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を持
も

った政 策
せいさく

が

必 要
ひつよう

か？ 必 要
ひつよう

とすればどのようなものにすべきか？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

に関
かん

する実 態
じったい

把握
はあく

を行
おこな

い、それに基
もと

づき各地域
かくちいき

レベル
れ べ る

で受
う

け皿 作
ざらづく

り

を着 実
ちゃくじつ

に進
すす

めることが必 要
ひつよう

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 試 み
こころみ

として 有 用 性
ゆうようせい

を感じる
かんじる

が、過疎地
か そ ち

であったり 財 政 力
ざいせいりょく

のない自治体
じちたい

には

難しい
むずかしい

のではないか。それを支える
ささえる

国
くに

、自治体
じちたい

の役 割
やくわり

は大きい
おおきい

のでは。 

○理由 

 やはり、改 革
かいかく

を進める
すすめる

には、痛み
いたみ

というよりは、 強 力
きょうりょく

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

が必 要
ひつよう

で

ある。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 成 功
せいこう

事例
じれい

となるのであれば、積 極 的
せっきょくてき

に同 様
どうよう

のシステムを強 力
きょうりょく

なインセンティブを

持
も

って導 入
どうにゅう

すべきだが、十 分
じゅうぶん

な検 討
けんとう

と国 民
こくみん

のコンセンサス得
え

る段 階
だんかい

を経
へ

ることが

最
もっと

も必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 高負担
こうふたん

、高福祉
こうふくし

の国 民 的
こくみんてき

理解
りかい

（信 頼
しんらい

）がないため、スウェーデンのシステムの良
よ

い

ところだけを持
も

ち込
こ

むことには無理
む り

がある。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 北 欧 型
ほくおうがた

にどのようにして近
ちか

づけていくかが問
と

われていると思
おも

うが、フリータ
ふ り ー た

ーや
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ホームレス
ほ ー む れ す

の存 在
そんざい

、刑務所
けいむしょ

や尐 年 院
しょうねんいん

も含
ふく

めて考
かんが

えていく必 要
ひつよう

があるのではないか。

市 町 村
しちょうそん

に社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

の費用
ひよう

を担
にな

うだけの経 済 的
けいざいてき

体 力
たいりょく

がなければ、逆
ぎゃく

に、

実 態
じったい

が表
おもて

に現
あらわ

れない状 態
じょうたい

で、当事者
とうじしゃ

の生 活
せいかつ

適 応
てきおう

が増
ぞう

悪
あく

する可能性
かのうせい

も考
かんが

えられる。

税 制
ぜいせい

システム
し す て む

の抜 本 的
ばつぽんてき

改 革
かいかく

など、地方
ちほう

財 政
ざいせい

の底
そこ

上
あ

げなくしては、スウェーデン型
す う ぇ ー で ん が た

の

展 開
てんかい

は難
むずか

しいと思
おも

われる。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 我
わ

が国
く

において、現時点
げんじてん

では、むしろ逆 効 果
ぎゃくこうか

であると考
かんが

える。現 在
げんざい

必 要
ひつよう

なことは、

障
さわ

がいのある多
おお

くの人
ひと

たちが「これなら地域
ちいき

で暮
く

らすことができる」と実 感
じっかん

できるよ

うな支援
しえん

（福祉
ふくし

サービス以外
いがい

の支援
しえん

も含
ふく

む）体 制
たいせい

を全 国
ぜんこく

各地
かくち

で整備
せいび

していくことであ

ると考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 現時点
げんじてん

でそのような強 権 的
きょうけんてき

な仕組
し く

みを発 動
はつどう

しても、無駄
む だ

に現場
げんば

が混 乱
こんらん

するだけで

ある。スウェーデンの入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の歴史
れきし

や機能
きのう

と我
わ

が国
くに

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

のそれらは必
かなら

ずしも

同 様
どうよう

とは言
い

い切
き

れないことと、現 在
げんざい

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の性 格
せいかく

やそれに依存
いぞん

する意識
いしき

などを

十 分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえる必 要
ひつよう

がある。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 必要
ひつよう

である。 

 また、医療
いりょう

保険
ほけん

から障害
しょうがい

福祉
ふくし

会 計
かいけい

に繰
く

り入
い

れるべき。 

 （ただし、あまりハードランディングをすると、現場
げんば

で混乱
こんらん

することで利用者
りようしゃ

が困
こま

る

ことも多
おお

い。在宅
ざいたく

の制度
せいど

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

に十分
じゅうぶん

な受
う

け皿
ざら

を作
つく

らないと、危険
きけん

な場合
ばあい

もある。） 

○理由
りゆう

 

 医療
いりょう

保険
ほけん

に頼
たよ

って市町村
しちょうそん

が福祉
ふくし

予算
よさん

をかけないほど財 政
ざいせい

余裕
よゆう

ができる仕組
し く

みを変
か

え

るべき。 
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【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 期限
きげん

で区切
く ぎ

るのではなく、入所施設支援費
しえんひ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援費
しえんひ

の国庫
こっこ

負担
ふたん

比率
ひりつ

を変
か

える

ほうが自治体
じちたい

にとってはより効果的
こうかてき

なインセンティブになるのではないだろうか（たとえ

ば前 者
ぜんしゃ

は国
くに

：自治体
じちたい

＝３０：７０、後 者
こうしゃ

は逆
ぎゃく

に７０：３０とするとか）。また、入 所 者
にゅうしょしゃ

の費用
ひよう

負担
ふたん

の出 身 地
しゅっしんち

主義
しゅぎ

もなくすべき。 

○理由
りゆう

 

 期限
きげん

で区切
く ぎ

ることでは却
かえ

ってたらい回
まわ

しや施設
しせつ

ホッピングが増
ふ

える懸念
けねん

がある。また、

施設
しせつ

の報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

を切
き

り下
さ

げることは利用者
りようしゃ

のＱＯＬの低下
ていか

や人 権
じんけん

問 題
もんだい

につながる恐
おそ

れもある。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・行 政 的
ぎょうせいてき

なインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

は必 要
ひつよう

だが、スウェーデン
す う ぇ ー で ん

と異
こと

なり、わが国
くに

の施設
しせつ

、医 療
いりょう

機関
きかん

のほとんどが民 間
みんかん

機関
きかん

なので、民 間
みんかん

機関
きかん

の経 営
けいえい

、人 材
じんざい

の配置
はいち

の問 題
もんだい

を、どの

ような施策
しさく

で誘 導
ゆうどう

するかが、問
と

われている。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当 面
とうめん

は、国
くに

の資源
しげん

整備
せいび

計 画
けいかく

と財 政
ざいせい

負担
ふたん

を強
つよし

化
か

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の自治体
じちたい

にペナルティ
ぺ な る て ぃ

制度
せいど

を課
か

すだけでは、単
たん

なる追
お

い出
だ

しになってしまうため。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 市 町 村
しちょうそん

の責 任
せきにん

を具体的
ぐたいてき

に示
しめ

すことは大 変
たいへん

好
この

ましい。 

○理由
りゆう

 

 やはり本気
ほんき

に取
と

り組
く

む条 件
じょうけん

提示
ていじ

は必 要
ひつよう

。 
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【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 財 源
ざいげん

移 譲
いじょう

等
とう

の問 題
もんだい

が解
かい

決
けっ

して、真
しん

の「地方
ちほう

分 権
ぶんけん

」がなされない限
かぎ

りは、地方
ちほう

に

おける社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

といった目論見
もくろみ

どうりには、いかないと考
かんが

える。したがって

上 述
じょうじゅつ

のようなインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

政 策
せいさく

は、地域
ちいき

格差
かくさ

拡 大
かくだい

といった逆 効 果
ぎゃくこうか

を生
う

む。 

○理由
りゆう

 

 財 源
ざいげん

移 譲
いじょう

の進
すす

まない現 状
げんじょう

においては、地域
ちいき

独自
どくじ

の保健
ほけん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

政 策
せいさく

が展 開
てんかい

され

る余地
よ ち

は 尐
すく

なく、むしろ「国保
こくぼ

と 協 会
きょうかい

健保
けんぽ

の都道府県
とどうふけん

単位
たんい

での地域
ちいき

統 合
とうごう

」や後期
こうき

高 齢 者
こうれいしゃ

医 療
いりょう

、介護
かいご

保険
ほけん

における保険者
ほけんしゃ

機能
きのう

の広域化
こういきか

が企図
き と

されている。市 町 村
しちょうそん

単位
たんい

でのサービス
さ ー び す

運 営
うんえい

は、困 難
こんなん

なのが実 状
じつじょう

である。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の課題
かだい

は、従 来
じゅうらい

の仕組み
し く み

では解 決
かいけつ

できていない。大 胆
だいたん

な制度
せいど

改 革
かいかく

が必 要
ひつよう

と考える
かんがえる

。地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な資源
しげん

を確保
かくほ

するためには、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

策
さく

を

講じて
こうじて

、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

、生活費
せいかつひ

、２４時間
２４じかん

の相 談
そうだん

体 制
たいせい

を制度化
せいどか

する。社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の

費用
ひよう

は国
くに

が持つ
も つ

という方
かた

がいいのではないか。国
くに

の大 胆
だいたん

な政 策
せいさく

転 換
てんかん

が必 要
ひつよう

。 

○理由 

 遅遅
ちおそ

として進まない
すすまない

社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

は、地域
ちいき

の受け皿
うけざら

としての資源
しげん

不足
ふそく

による。財 源
ざいげん

、

マンパワー
ま ん ぱ わ ー

を 充 実
じゅうじつ

させ、 病 院
びょういん

から地域
ちいき

移行
いこう

して本 人
ほんにん

らしい生 活
せいかつ

は保 障
ほしょう

されなく

てはならない。国
くに

はこれらの問 題
もんだい

に真 剣
しんけん

に取り組む
と り く む

必 要
ひつよう

がある。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の開 発
かいはつ

が飛躍的
ひやくてき

に進 む
すす  

とは考 え ら れ な い
かんが         

。むしろ抑 制
よくせい

されて混 乱
こんらん

が 生
しょう

じ、結果
けっか

として、被害
ひがい

をこうむるのは 障 害 者
しょうがいしゃ

であることに留 意
りゅうい

する必 要
ひつよう

があ

る。 
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【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 小 児
しょうに

の領 域
りょういき

では学 校
がっこう

と施設
しせつ

が重 要
じゅうよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

であり、充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

。脳 性
のうせい

麻痺
ま ひ

を中 心
ちゅうしん

とした脳
のう

障 害
しょうがい

を有
ゆう

する児
じ

の教 育
きょういく

をさらに充 実
じゅうじつ

していく必 要
ひつよう

がある。 

１、児童
じどう

においても潜 在 的
せんざいてき

待機者
たいきしゃ

が、NICU、小 児
しょうに

病 棟
びょうとう

、乳 児 院
にゅうじいん

、児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

な

どに存 在
そんざい

することを念 頭
ねんとう

に置
おき

いた調 査
ちょうさ

と施策
しさく

の実 現
じつげん

を希望
きぼう

する 

２、在 宅
ざいたく

している重 心 児 者
じゅうしんじしゃ

は家族
かぞく

の努 力
どりょく

によってかろうじて在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

を維
い

持
じ

し

ている。彼
かれ

らも潜 在 的
せんざいてき

待機者
たいきしゃ

として調 査
ちょうさ

検 討
けんとう

する視点
してん

が必 要
ひつよう

である 

３、看護師
かんごし

常 駐
じょうちゅう

ではない身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

療
りょう

護
ご

施
し

設
せつ

にも重 心
じゅうしん

相 当
そうとう

の方
かた

が存
そん

在
ざい

し

ているが、ほかに行
ゆ

き場
ば

がなく現場
げんば

職 員
しょくいん

の努 力
どりょく

で生 活
せいかつ

を何
なに

とか維持
い じ

している。 

４、以 上
いじょう

の解 決
かいけつ

のために、ある程度
ていど

の医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

実施
じっし

可能
かのう

な重
おも

い障 害
しょうがい

の方
かた

の

ケアホーム
け あ ほ ー む

の実 現
じつげん

と児童
じどう

の場合
ばあい

の生 活
せいかつ

と発 達
はったつ

保 障
ほしょう

の場
ば

の実 現
じつげん

を希望
きぼう

する 

○理由
りゆう

 

 施設
しせつ

が児
じ

の持
も

っている能 力
のうりょく

を最 大 限
さいだいげん

引
ひ

き出
だ

す通 院
つういん

、入 院
にゅういん

訓 練
くんれん

治 療
ちりょう

を実施
じっし

し、

必 要
ひつよう

に応
おう

じてそれを繰
く

り返
かえ

し、日 常
にちじょう

の学 校
がっこう

で使
つか

える能 力
のうりょく

まで引
ひ

き上
あ

げていく必 要
ひつよう

がある。通 院
つういん

訓 練
くんれん

だけでは児
じ

の能 力
のうりょく

を最 大 限
さいだいげん

引
ひ

き出
だ

せない例
れい

も多
おお

い。 

１、現 在
げんざい

存 在
そんざい

する専 門
せんもん

機関
きかん

の力
ちから

を効 率
こうりつ

よく結 集
けっしゅう

することが現 実 的
げんじつてき

である 

２、現 在
げんざい

、所 外
しょがい

活 動
かつどう

の財 政 的
ざいせいてき

保 障
ほしょう

は不安定
ふあんてい

であり、専 門
せんもん

機関
きかん

の持
も

つ力
ちから

を十 分
じゅうぶん

に地域
ちいき

で発揮
はっき

できる体 制
たいせい

となっていない 

３、重
おも

い障 害
しょうがい

のある児童
じどう

が主
おも

に 生 活
せいかつ

・ 訓 練
くんれん

を行
おこな

う 特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

で、教 育
きょういく

関 係 者
かんけいしゃ

とリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

専 門
せんもん

職
しょく

が協 力
きょうりょく

することが最
もっと

も効 率 的
こうりつてき

な方 法
ほうほう

で

ある。月
つき

に 1，2度
ど

病 院
びょういん

でリハビリ
り は び り

を受
う

けるしかない現 状
げんじょう

では、機能
きのう

の退 行
たいこう

を防
ふせ

ぐ

ことも困 難
こんなん

な現 状
げんじょう

である。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 確
たし

かに地域
ちいき

移行
いこう

をお題 目
だいもく

として掲
かか

げても現 在
げんざい

のままの地域
ちいき

生 活
せいかつ

保 障
ほしょう

があるだけ

ではなかなか地域
ちいき

移行
いこう

は進
すす

まないだろう。そうはいってもわが国
くに

では強 力
きょうりょく

な強 制
きょうせい

策
さく

を

とるには相 当
そうとう

の政 治 力
せいじりょく

と事前
じぜん

準 備
じゅんび

が必 要
ひつよう

となり、並 大 抵
なみたいてい

のことでは実 現
じつげん

しない。 
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【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ひつようである。 

○理由
りゆう

 

 よく「お金
かね

がたりない」ということばを、何
なに

もかえない理
り

ゆうにきく。でも、ほんと

うにお金
かね

がたりないなら、障がい者
しょうがいしゃ

のために効
こう

かてきに使
つか

うことを真
ま

っ先
さき

に考
かんが

えるべ

きだ。社
しゃ

かい的
てき

な 入
にゅう

いん・ 入
にゅう

しょは、ちいきでくらすより、効
こう

かてきではなく、か

つまあまあ高
たか

いお金
かね

がかかる。ならば、それをやめるための政
せい

さく（政 策
せいさく

誘 導
ゆうどう

）はあ

ってしかるべきだ。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず国家
こっか

による 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の義務
ぎ む

づけを 障 害
しょうがい

基本法
きほんほう

と差別
さべつ

禁止法
きんしほう

と 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

とをもっておこなう。その後
ご

、地域
ちいき

サービス
さ ー び す

の整備
せいび

を５カ年
かねん

かけて 行
おこな

い、その後
ご

、

５カ年
かねん

かけて施設
しせつ

を閉
へい

鎖
とざ

し、地域
ちいき

に移行
いこう

する 戦 略
せんりゃく

を立
た

てる。 

○理由
りゆう

 

 スウェーデン
す う ぇ ー で ん

とちがって施設
しせつ

が 民 間
みんかん

運 営
うんえい

であるため、閉鎖
へいさ

させるには施設側
しせつがわ

に

インセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

がはたらくように政 策
せいさく

決 定
けってい

をしなければならず、例
たと

えば施設
しせつ

経 営 者
けいえいしゃ

に国家
こっか

賠 償
ばいしょう

金
きん

を払
はら

うようにする。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支援法
しえんほう

になり、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

など

市 町 村
しちょうそん

に権 限
けんげん

を持たせる
も    

仕組み
し く  

が 導 入
どうにゅう

されたが、市 町 村
しちょうそん

ごとの格差
かくさ

も問題視
もんだいし

され

てきた。 従
したが

って、一気
いっき

に様 々
さまざま

な権 限
けんげん

を市 町 村
しちょうそん

に持たせる
も    

ことは拙 速
せっそく

と 考
かんが

える。

まずは、自立
じりつ

支援法
しえんほう

の 検 証
けんしょう

とこの国
くに

の 障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

ビジョン
び じ ょ ん

を、国
くに

が示す
しめ 

べきと 考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 わが国
くに

でそのような 強 制 的
きょうせいてき

な仕組み
し く  

を 導 入
どうにゅう

しても 混 乱
こんらん

を招く
まね 

と 考
かんが

える。

スウェーデン
す う ぇ ー で ん

とわが国
くに

における 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の歴史的
れきしてき

な背 景
はいけい

や性 格
せいかく

は異なって
こと    

いる。こ
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れらを踏まえ
ふ   

た上
うえ

で、わが国
くに

にあった 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
しさく

のビジョン
び じ ょ ん

を 考
かんが

える必 要
ひつよう

があ

る。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である。国
くに

と地方
ちほう

、民 間
みんかん

、 N P O
えぬぴーおー

などの活 動
かつどう

財 源
ざいげん

を国
くに

がしかるべき割 合
わりあい

を負担
ふたん

する。 

 障 害
しょうがい

を持
も

つ人
ひと

も「人 間
にんげん

として当
あ

たり前
まえ

に」暮
く

らしていける世
よ

の中
なか

であるべき。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

ない。我
わ

が国
くに

での実施
じっし

は性 急
せいきゅう

である。 

○理由
りゆう

 

 一 般
いっぱん

市民
しみん

に障 害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

がない地域
ちいき

では、偏 見
へんけん

による差別
さべつ

や被害
ひがい

がでる恐
おそ

れ

がある。重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

においても、十 分
じゅうぶん

な介護
かいご

給 付
きゅうふ

が用意
ようい

されていない。命
いのち

に関
かか

わる重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の介護
かいご

費用
ひよう

は、市 町 村
しちょうそん

ではなく国
くに

が保 障
ほしょう

すべきである。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 財 源
ざいげん

の地域
ちいき

格差
かくさ

で移行
いこう

が進
すす

まない、ということがあってはならない。財 源
ざいげん

も厳
きび

しい

時代
じだい

に入
はい

っているので、スウェーデンのような制度
せいど

を考
かんが

えるのであれば、自治体
じちたい

の財 政
ざいせい

事 情
じじょう

に応
おう

じて国
くに

がバックアップできるシステムが求
もと

められる。 

 必
かなら

ずしも入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の費用
ひよう

を自治体
じちたい

負担
ふたん

にすることでは解 決
かいけつ

しないことへの

対 策
たいさく

が必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

の中
なか

には生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

が尐
すく

なくない。生 活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

の医療費
いりょうひ

の 4分
ぷん

の１は精神科
せいしんか

医 療
いりょう

であり、入 院
にゅういん

医療費
いりょうひ

の約 半 分
やくはんぶん

近
ちか

くが精神科
せいしんか

入 院
にゅういん

医療費
いりょうひ

である。生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の退 院
たいいん

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

もあるが、実施
じっし

に消 極 的
しょうきょくてき

なところ

が尐
すく

なくない。その背 景
はいけい

には、入 院
にゅういん

しているほうが地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を担 当
たんとう

する負担
ふたん

が

増
ふ

えるより楽
らく

という福祉
ふくし

事務所
じむしょ

の現 業
げんぎょう

ワーカーたちの思
おも

いもある。 
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【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 日本
にほん

ではそうは考
かんが

えられない 

○理由
りゆう

 

 その様
よう

な財 政
ざいせい

があるのであれば、まず住 宅
じゅうたく

施策
しさく

 

 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 20年 前
ねんまえ

のスウェーデン
す う ぇ ー で ん

で成
な

し遂
と

げたことを今
いま

、日本
にほん

でもという提起
ていき

か。確
たし

かに、強 力
きょうりょく

で意欲的
いよくてき

な施策
しさく

提起
ていき

は、人 々
ひとびと

をして決起
けっき

させる力
ちから

を持
も

っている。障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が中 心
ちゅうしん

になっての政 策
せいさく

提起
ていき

に取
と

り組
く

んでいる今
いま

こそ、それを私
わたし

たちの運 動
うんどう

の中
なか

で築
きず

き上
あ

げ

ていきたい。 

○理由
りゆう

 

 当事者
とうじしゃ

の訴
うった

え、切 実
せつじつ

な要 求
ようきゅう

の提起
ていき

が、広 範
こうはん

な理解
りかい

と国 民
こくみん

世論
せろん

の構 築
こうちく

を促
うなが

すもの

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 設 問
せつもん

のような制度
せいど

、 社 会
しゃかい

的
てき

入 院 者
にゅういんしゃ

の 退 院
たいいん

を 実 現
じつげん

した精神科
せいしんか

病 院
びょういん

への

報 奨 金
ほうしょうきん

援 助
えんじょ

や一 定
いってい

期間
きかん

の空き
あ

病床分
びょうしょうぶん

の補 償
ほしょう

など。 

 それらが一 定
いってい

程度
ていど

必 要
ひつよう

だが、地域
ちいき

での支援
しえん

体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

とのセットが必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 支援
しえん

のないまま 病 院
びょういん

から放
ほう

り出
だ

されて孤立
こりつ

して 症 状
しょうじょう

が悪化
あっか

する当事者
とうじしゃ

が出る
で

ような事態
じたい

はあってはならない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 我が国
わがくに

の場合
ばあい

には全 国
ぜんこく

各地
かくち

が最 低 限
さいていげん

の 水 準
すいじゅん

が整えられて
ととのえられて

いくまで，国
くに

が責 任
せきにん

も
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って費用
ひよう

を負
ふ

担
ただし

し進める
すすめる

べき．自治体
じちたい

による格差
かくさ

をこれ 以 上
いじょう

拡 大
かくだい

することは

避けなければ
さ け な け れ ば

ならない． 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 必
ひつ

要
よう

である。ただし、インセンティブは、支
し

援
えん

者
しや

が持
も

つと同
どう

時
じ

に、支
し

援
えん

を受
う

けるサ

ービス利
り

用
よう

者
しや

の意
い

向
こう

が動
どう

機
き

付
つ

けとならなければ、支
し

援
えん

者
しや

側
がわ

の意
い

向
こう

・作
さく

為
い

で物
もの

事
ごと

が

動
うご

いてしまうことになる。あくまで利
り

用
よう

者
しや

の意
い

向
こう

データを根
こん

拠
きよ

として、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

に関
かか

わる社
しや

会
かい

資
し

源
げん

（全
すべ

ての人
ひと

に対
たい

するサービス利
り

用
よう

計
けい

画
かく

をプランニングする相
そう

談
だん

支
し

援
えん

担
たん

当
とう

者
しや

の育
いく

成
せい

と計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

費
ひ

の予
よ

算
さん

化
か

・受
う

け皿
ざら

となる社
しや

会
かい

資
し

源
げん

整
せい

備
び

費
ひ

）

の財
ざい

源
げん

化
か

が必
ひつ

要
よう

である。 

○理
り

由
ゆう

 

 動
どう

機
き

付
つ

けには、支
し

援
えん

者
しや

の意
い

向
こう

は後
ご

からであって、利
り

用
よう

者
しや

本
ほん

人
にん

の意
い

向
こう

を根
こん

拠
きよ

とし

たインセンティブでなければ、支
し

援
えん

される・支
し

援
えん

するという位
い

置
ち

関
かん

係
けい

は改
かい

善
ぜん

できない。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

である 

○理由
りゆう

 

 入 院
にゅういん

させておけば、市 町 村
しちょうそん

は負
ふ

担
たん

がないという体 制
たいせい

を改 革
かいかく

すべきだから 

 



44 

 

＜項 目
こうもく

E
いー

-3 その他
た

＞ 

論 点
ろんてん

E
いー

-3-1) 「分野
ぶんや

E
いー

 地域
ちいき

移行
いこう

」についてのその他
た

の論 点
ろんてん

及
およ

び意見
いけん

 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障
しょう

がい及
およ

び 障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）に対
たい

する地域
ちいき

の理解
りかい

を促 進
そくしん

させる施策
しさく

を盛
も

り込
こ

むべ

き。 

○理由
りゆう

 

 「地域
ちいき

移行
いこう

」を進
すす

めるには「地域
ちいき

の理解
りかい

」が不可欠
ふかけつ

である。 障
しょう

がいがあっても、地域
ちいき

の一 員
いちいん

として、いきいきと暮
く

らしていくためには、「地域
ちいき

の理解
りかい

」が必 要
ひつよう

であるので、

すべての住 民
じゅうみん

を対 象
たいしょう

として地域
ちいき

の理解
りかい

を求
もと

めていくような方 策
ほうさく

を検 討
けんとう

することが

必 要
ひつよう

と思
おも

われる。 

 

○結 論
けつろん

 

 在 宅 者
ざいたくしゃ

の「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

」として、在 宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

の親
おや

亡
な

き後
あと

の問 題
もんだい

や、障 害 者
しょうがいしゃ

家族
かぞく

への支援
しえん

方 法
ほうほう

、障 害 者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

への対 処
たいしょ

などを論 点
ろんてん

とすべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

・家族
かぞく

とも今後
こんご

一 層
いっそう

の高齢化
こうれいか

が見込
み こ

まれ、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

での制度的
せいどてき

対 応
たいおう

を

考
かんが

える必 要
ひつよう

があるため 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 我が国
わがくに

の 入 院
にゅういん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の規模
き ぼ

要 件
ようけん

の適正さ
てきせいさ

を浮き彫り
う き ぼ り

にする視点
してん

やそれを

目 的
もくてき

とした 研 究
けんきゅう

の立ち上げ
た ち あ げ

実施
じっし

を急ぐ
いそぐ

。また地域
ちいき

移行
いこう

を進めて
すすめて

行く
い く

推 進 員
すいしんいん

の存 在
そんざい

は大きい
おおきい

（当事者
とうじしゃ

も含めて
ふくめて

）。その確保
かくほ

を、地方
ちほう

財 政
ざいせい

や事 情
じじょう

に左右されず
さ ゆうさ れず

進められる
す すめら れる

と

よい。 

○理由 

 異 常
いじょう

なまでの 病 床 数
びょうしょうかず

の削 減
さくげん

は急 務
きゅうむ

である。また地域
ちいき

を繋ぐ
つなぐ

コーデイネーター
こ ー で い ね ー た ー

の

存 在
そんざい

は大きい
おおきい

。色 々
いろいろ

な 所
ところ

に顔
かお

を出し
だ し

、状況を掴み
つかみ

、調 整
ちょうせい

をして行く
い く

作 業
さぎょう

が出来る
で き る

存 在
そんざい

を、地域
ちいき

の中
なか

に持つ
も つ

事
こと

は 重 要
じゅうよう

である。 



45 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

移行
いこう

」の議論
ぎろん

が施設
しせつ

からの移行
いこう

だけになっている感
かん

があり、「家族
かぞく

からの自立
じりつ

」、

「自家
じ か

からの移行
いこう

」に関
かん

する項 目
こうもく

がまったくないが、「自家
じ か

からの移行
いこう

」についての議論
ぎろん

も必 要
ひつよう

ではないか。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 自家
じ か

（家族
かぞく

との同 居
どうきょ

）からのグループホーム等
とう

やアパートへの移行
いこう

も地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

と

考
かんが

え、課題
かだい

のひとつであるが。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

医療的
いりょうてき

ケアについて 

・痰
たん

の吸引
きゅういん

、経 管
けいかん

栄養
えいよう

注入
ちゅうにゅう

（注入
ちゅうにゅう

開始
かいし

も含
ふく

む。胃瘻
いろう

を含
ふく

む）、摘便
てきべん

、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の操作
そうさ

や着脱
ちゃくだつ

などを利用者
りようしゃ

が「適切
てきせつ

にこれらの行為
こうい

を行
おこな

える」と利用者
りようしゃ

が認
みと

めたヘルパー

が行
おこな

えるように要件
ようけん

緩和
かんわ

。このためのヘルパー研修
けんしゅう

への参加
さんか

時
とき

の日
ひ

当
とう

・交通費
こうつうひ

等
とう

の

助成
じょせい

等
とう

が必要
ひつよう

 

○結論
けつろん

 

・重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

などにむけ、医療的
いりょうてき

ケアの研修
けんしゅう

を行
おこな

う当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

に対
たい

して

助成
じょせい

する。また、医療的
いりょうてき

ケアを行
おこな

うヘルパーを雇用
こよう

する事業所
じぎょうしょ

が、積極的
せっきょくてき

に研修
けんしゅう

を

行
おこな

える環境
かんきょう

整備
せいび

、助成
じょせい

を行
おこな

う。参加
さんか

するヘルパー等
とう

には交通費
こうつうひ

や宿泊費
しゅくはくひ

・日
にっ

当
とう

を助成
じょせい

する。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

は選 択
せんたく

枝
し

の一
ひと

つと考
かんが

えるべきで、選 択
せんたく

メニュ
め に ゅ

ーが尐
すく

ないところに、わが国
くに

の福祉
ふくし

施策
しさく

の課題
かだい

がある。特
とく

に、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

分野
ぶんや

においては、殊
こと

更
さら

に、「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」

という言葉
ことば

が多用
たよう

されるが、精 神
せいしん

病 床
びょうしょう

からの退 院
たいいん

（地域
ちいき

移行
いこう

という言葉
ことば

が使
つか

われてい

ても・・・）といった極
きわ

めて医学的
いがくてき

見地
けんち

に基
もと

づく判 断
はんだん

を、「総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」といった福祉
ふくし
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の法
ほう

体 系
たいけい

に委
ゆだ

ねることについての違和感
いわかん

を禁
きん

じえない。前 述
ぜんじゅつ

の「法
ほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

」と

も関 連
かんれん

するが、「医 療
いりょう

」の部分
ぶぶん

について依拠
いきょ

するのは、どの法 律
ほうりつ

なのか。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 虐 待
ぎゃくたい

(肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

では入 所
にゅうしょ

の約
やく

１割
わり

を占
し

めている)を中 心
ちゅうしん

とした社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

では、家族
かぞく

とのトラブル
と ら ぶ る

が絶
た

えず、施設
しせつ

の機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

が課題
かだい

となっているが、こ

の面
めん

でも対 応
たいおう

を検 討
けんとう

しておかなければならない。また、児
じ

に対
たい

しては心理的
しんりてき

サポート
さ ぽ ー と

に於
お

いて専 門 的
せんもんてき

な特 殊 性
とくしゅせい

が必 要
ひつよう

とされる。 

 家庭
かてい

の崩 壊
ほうかい

の場合
ばあい

、地域
ちいき

に移行
いこう

しても機能
きのう

を維持
い じ

向 上
こうじょう

させるには、地域
ちいき

で日 常
にちじょう

で使
つか

えるレベル
れ べ る

まで機能
きのう

を高
たか

め、必 要
ひつよう

に応
おう

じてリフレッシュ
り ふ れ っ し ゅ

できる入 院
にゅういん

・通 院
つういん

訓 練
くんれん

治 療
ちりょう

ができる体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である 

○理由
りゆう

 

 小 児
しょうに

の場合
ばあい

地域
ちいき

に移行
いこう

するだけでは、児
じ

の能 力
のうりょく

を伸
の

ばすことができないばかりでなく、

機能
きのう

が伸
の

びる時期
じ き

に必 要
ひつよう

な頻度
ひんど

の訓 練
くんれん

治 療
ちりょう

を受
う

けずに、伸
の

びる時期
じ き

を逸
いっ

してしまうこ

とも多
おお

い。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めるためには、その土台
どだい

となる「（ 障
しょう

がいに対
たい

する）地域
ちいき

の理解
りかい

」

が不可欠
ふかけつ

である。このため、まずは、鳥 取 県
とっとりけん

の「あいサポート運 動
うんどう

」のような、す

べての国 民
こくみん

が 障
しょう

がいについて理解
りかい

するような普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

運 動
うんどう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

（鳥 取 県
とっとりけん

の「あいサポート運 動
うんどう

」については、別 添
べってん

資 料
しりょう

及
およ

びパンフレット等
とう

を

参 照
さんしょう

。） 

○理由
りゆう

 

 障
しょう

がいについて理解
りかい

を深
ふか

める「普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

」に関
かん

する施策
しさく

は、 障
しょう

がいのある方
かた

が暮
く

らしやすい地域
ちいき

を作
つく

るために欠
か

かせないため。 
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【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「地域
ちいき

」と「施設
しせつ

」は必
かなら

ずしも対 立
たいりつ

するものではない。 

 地域
ちいき

移行
いこう

が可能
かのう

な人
ひと

たちにとって、施設
しせつ

の持
も

つ専 門
せんもん

機能
きのう

を移行
いこう

時
じ

及
およ

び移行後
いこうご

の支援
しえん

機能
きのう

として活 用
かつよう

していただく施設
しせつ

であり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための施設
しせつ

、地域
ちいき

の中
なか

の

施設
しせつ

、文化的
ぶんかてき

な生 活
せいかつ

を支
ささ

えるための施設
しせつ

である。 

○理由
りゆう

 

 生 命
せいめい

を守
まも

り、健 康
けんこう

かつ一 定
いってい

水 準
すいじゅん

以 上
いじょう

の「生 活
せいかつ

の質
しつ

（QOL）を確保
かくほ

した地域
ちいき

生 活
せいかつ

には専 門 性
せんもんせい

を備
そな

え、在 宅
ざいたく

の人
ひと

たちには開
ひら

かれた施設
しせつ

の存 在
そんざい

が不可欠
ふかけつ

である。そのこ

とは欧 米
おうべい

諸 国
しょこく

でも再 認 識
さいにんしき

されつつある。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 親
おや

亡
な

き後
あと

の地域
ちいき

での対 応
たいおう

を考 慮
こうりょ

して、地域
ちいき

移行
いこう

を考
かんが

える時
とき

、必 要
ひつよう

な受
う

け皿
ざら

に対
たい

する具体的
ぐたいてき

な方 策
ほうさく

についてどのように考
かんが

えるべきか？ 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

移行
いこう

とする表 現
ひょうげん

は必
かなら

ずしも施設
しせつ

や病 院
びょういん

などからの地域
ちいき

移行
いこう

ととらえずに、家族
かぞく

同 居
どうきょ

からの地域
ちいき

移行
いこう

とする視点
してん

も持
も

ち、項 目
こうもく

を起
お

こす必 要
ひつよう

があるため。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 イタリア
い た り あ

の地域
ちいき

移行
いこう

においては精神科医
せいしんかい

フランコ
ふ ら ん こ

・バザーリア
ば ざ ー り あ

が『自由
じゆう

こそ治 療
ちりょう

』と

いう書 物
しょもつ

の中
なか

でふれたように、精 神
せいしん

疾 患
しっかん

は社 会 的
しゃかいてき

な偏
へん

見
けん

や差別
さべつ

から起
お

こっている

ので、医師
い し

や看護師
かんごし

の精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する偏 見
へんけん

の除 去
じょきょ

から取
と

り組
く

み、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

で暮
く

らすより地域
ちいき

で暮
く

らす方
かた

が精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の改 善
かいぜん

に役立
やくだ

ったという事例
じれい

を積
つ

み上
あ

げて、医 療
いりょう

従 事 者
じゅうじしゃ

自体
じたい

の 考
かんが

え方
かた

を変
か

えていった。日本
にほん

における精神科医
せいしんかい

の質
しつ

は

低
ひく

く、そのような改 革
かいかく

に取
と

り組
く

む事例
じれい

を聞
き

かない。地域
ちいき

での精神科
せいしんか

クリニック
く り に っ く

の中
なか

に

は 良
りょう

心 的
しんてき

なものも見受
み う

けられるので、精 神 科 病 院
せいしんかびょういん

に 投 入
とうにゅう

している膨 大
ぼうだい

な予算
よさん

を

地域
ちいき

クリニック
く り に っ く

でのショートステイ
し ょ ー と す て い

や市 町 村
しちょうそん

が運 営
うんえい

する医療付
いりょうづ

きショートステイ
し ょ ー と す て い

に

移行
いこう

するなどの手立
て だ

てをうった上
うえ

で、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

での在 院
ざいいん

機関
きかん

を２ 週 間
しゅうかん

以内
いない

と
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限 定
げんてい

する施策
しさく

を打
う

ち出
だ

すべきである。３ヶ月
かげつ

以 上
いじょう

の 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の退 院 率
たいいんりつ

は非 常
ひじょう

に

低
ひく

くなっていくことから長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を阻止
そ し

することが第
だい

１段 階
だんかい

である。 

 身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって 大 切
たいせつ

な 存 在
そんざい

であったピア
ぴ あ

・カウンセラー
か う ん せ ら ー

や自立
じりつ

生 活
せいかつ

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は知的
ちてき

、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっても有 効
ゆうこう

なことは 実 証
じっしょう

されつつある。

当事者組織育成
とうじしゃそしきいくせい

は容易
ようい

なことではないが当事者
とうじしゃ

の自由
じゆう

な活 動
かつどう

拠 点
きょてん

とそれを支援
しえん

する

当事者
とうじしゃ

運 営
うんえい

による 職 員
しょくいん

体 制
たいせい

が整備
せいび

できれば全 国
ぜんこく

どこでも可能
かのう

である。地域
ちいき

移行
いこう

システム
し す て む

の運 営
うんえい

の 中 核
ちゅうかく

を構 成
こうせい

する委員会
いいんかい

には当事者
とうじしゃ

が過半数
かはんすう

入
はい

るべきである。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行
いこう

、暮
く

らしの場
ば

をグル
ぐ る

－プホ
ぷ ほ

－ム
む

、ケアホ
け あ ほ

－ム
む

に限 定
げんてい

することなく、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

(生
せい

活
かつ

施設
しせつ

)の役 割
やくわり

・機能
きのう

も併
あわ

せてしっかり検 証
けんしょう

すること。 

 本 当
ほんとう

に重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の暮
く

らしをどう守
まも

るのか、これまで果
は

たしてきた入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の

役 割
やくわり

を検 証
けんしょう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 家族
かぞく

支援
しえん

。市民
しみん

啓 発
けいはつ

のプロジュクトをＮＰＯ団 体
だんたい

などとしばしば協 働
きょうどう

事 業
じぎょう

として

実施
じっし

すること 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

に対
たい

するマイナーなイメージからの脱 却
だっきゃく

。文化
ぶんか

価値観
かちかん

の改 革
かいかく

 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 この分野
ぶんや

は、積 年
せきねん

の課題
かだい

であり、わが国
くに

特 有
とくゆう

の歴史的
れきしてき

な経過
けいか

もあるので、丁 寧
ていねい

な

討 論
とうろん

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。なお、このことについては、推 進
すいしん

会議
かいぎ

での討 論
とうろん

について異論
いろん

を唱
とな

えた運 動
うんどう

なども起
お

こっていることから、この項 目
こうもく

での討 論
とうろん

課題
かだい

とすべきと考
かんが

え

る。 

○理由
りゆう

 

 上 記
じょうき

のとおりである。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を生み出した
う み だ し た

責 任
せきにん

は我が国
わがくに

の政 策
せいさく

の不備
ふ び

（隔離
かくり

収 容
しゅうよう

政 策
せいさく

・民 間
みんかん

病 院
びょういん

依存
いぞん

）によるものである．国
くに

の責 任
せきにん

を明 確
めいかく

にし，地域
ちいき

資源
しげん

の 拡 充
かくじゅう

に責 任
せきにん

を

もつ． 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 障
しよう

害
がい

があり、社
しや

会
かい

的
てき

養
よう

護
ご

の必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

の多
おお

くは、 障
しよう

害
がい

児
じ

施
し

設
せつ

や児
じ

童
どう

養
よう

護
ご

施
し

設
せつ

などに 入
にゆう

所
しよ

していることが明
あき

らかになっている。このような児
じ

童
どう

についても、ノー

マライゼーションの原
げん

理
り

に 則
のつと

り、施
し

設
せつ

入
にゆう

所
しよ

だけでなく地
ち

域
いき

における安
あん

心
しん

した生
せい

活
かつ

が確
かく

保
ほ

されるべきである。そのために、地
ち

域
いき

における家
か

庭
てい

に近
ちか

い生
せい

活
かつ

形
けい

態
たい

である

里
さと

親
おや

制
せい

度
ど

やファミリーホームなどの活
かつ

用
よう

が望
のぞ

まれる。 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

の結
けつ

果
か

、 入
にゆう

所
しよ

施
し

設
せつ

や 病
びよう

院
いん

の 周
しゆう

辺
へん

に 障
しよう

害
がい

者
しや

が 集
しゆう

中
ちゆう

して暮
く

らすのを防
ぼう

止
し

する対
たい

策
さく

が必
ひつ

要
よう

。 

 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

は地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

移
い

行
こう

の 表
ひよう

現
げん

に変
か

えるべき 

○理
り

由
ゆう

 

 虐
ぎやく

待
たい

などを受
う

けた社
しや

会
かい

的
てき

養
よう

護
ご

の必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

が 障
しよう

害
がい

児
じ

施
し

設
せつ

に、また、障
しよう

害
がい

の

ある児
じ

童
どう

が児
じ

童
どう

養
よう

護
ご

施
し

設
せつ

などに 入
にゆう

所
しよ

している実
じつ

態
たい

が明
あき

らかになっている。彼
かれ

らは、

障
しよう

害
がい

と 虐
ぎやく

待
たい

などの二
に

重
じゆう

のハンディがあり、 自
みずか

ら権
けん

利
り

を擁
よう

護
ご

するとか、家
か

族
ぞく

に

よる権
けん

利
り

を擁
よう

護
ご

されることに困
こん

難
なん

な 状
じよう

況
きよう

がある。このような児
じ

童
どう

についても、ノ

ーマライゼーションの原
げん

理
り

に 則
のつと

り、施
し

設
せつ

入
にゆう

所
しよ

だけでなく地
ち

域
いき

における安
あん

心
しん

した生
せい

活
かつ

を保
ほ

障
しよう

される権
けん

利
り

があると 考
かんが

える。すでに里
さと

親
おや

に委
い

託
たく

されている児
じ

童
どう

の多
おお

くに

障
しよう

害
がい

があることが明
あき

らかになっているが、更
さら

に、地
ち

域
いき

における家
か

庭
てい

に近
ちか

い生
せい

活
かつ

形
けい

態
たい

である里
さと

親
おや

制
せい

度
ど

やファミリーホームなどの活
かつ

用
よう

を推
すい

進
しん

していくことが子
こ

どもの

最
さい

善
ぜん

の利
り

益
えき

の観
かん

点
てん

から 重
じゆう

要
よう

であると 考
かんが

える。 

「 病
びよう

院
いん

の近
ちか

くの方
ほう

が安
あん

心
しん

」「何
なに

かあったときに施
し

設
せつ

に戻
もど

れるように近
ちか

くにいたほ

うがいい」といった声
こえ

が、本
ほん

人
にん

や家
か

族
ぞく

にあるが、こうした不
ふ

安
あん

を解
かい

消
しよう

するような仕
し

組
く

み 整
ととの

えることが必
ひつ

要
よう

である。 
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【宮田
みやた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会 的
しゃかいてき

養護
ようご

の必 要
ひつよう

な障 害 児
しょうがいじ

についても、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

だけでなく地域
ちいき

における

安 心
あんしん

した生 活
せいかつ

の確保
かくほ

が必 要
ひつよう

である。そのために、地域
ちいき

における家庭
かてい

に近い
ちかい

生 活
せいかつ

形 態
けいたい

である里 親
さとおや

制度
せいど

やファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

などの活 用
かつよう

を促 進
そくしん

する。 

○理由
りゆう

 

 虐 待
ぎゃくたい

を受けた
う け た

社 会 的
しゃかいてき

養護
ようご

の必 要
ひつよう

な児童
じどう

が障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

に、また、 障 害
しょうがい

のある

児童
じどう

が児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

などに 入 所
にゅうしょ

している実 態
じったい

が明らか
あきらか

になっている。彼ら
かれら

は、障 害
しょうがい

と 虐 待
ぎゃくたい

という二 重
にじゅう

のハンディ
は ん で ぃ

があり、自 ら
みずから

権利
けんり

を 主 張
しゅちょう

したり、家族
かぞく

に権利
けんり

を擁護
ようご

されたりすることが困 難
こんなん

である。このような児童
じどう

についても、ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

の

原理
げんり

に則 り
のっとり

、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

だけでなく地域
ちいき

における安 心
あんしん

した生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

しなければな

らない。地域
ちいき

における家庭
かてい

に近い
ちかい

生 活
せいかつ

形 態
けいたい

である里 親
さとおや

制度
せいど

やファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

などの

活 用
かつよう

を推 進
すいしん

していくことが子ども
こ ど も

の最 善
さいぜん

の利益
りえき

の観 点
かんてん

から 重 要
じゅうよう

である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

や移行後
いこうご

の 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を支える
ささえる

支援
しえん

のシステム
し す て む

の構 築
こうちく

を図
はか

るとともに、非日
ひにち

常 時
じょうじ

、すなわち、災 害
さいがい

発 生
はっせい

時
じ

などにおける 緊 急
きんきゅう

支援
しえん

システム
し す て む

が必 要
ひつよう

である。そのためにも地域
ちいき

社 会
しゃかい

の 障 害
しょうがい

理解
りかい

と、インフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な支援
しえん

体 制
たいせい

整備
せいび

の構 築
こうちく

が求
もと

められる。また、地域
ちいき

移行後
いこうご

に、移行者
いこうしゃ

の健 康 感
けんこうかん

の 充 実
じゅうじつ

をはかり、

健 康
けんこう

維持
い じ

に関
かん

する支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

することも 重 要
じゅうよう

である。 

○理由 

 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

や移行後
いこうご

の 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

や 社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 支
ささ

える 支
しえん

援のシステム
し す て む

の

構 築
こうちく

について、速
すみ

やかに検 討
けんとう

すべきである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

移行型
いこうがた

ホーム
ほ ー む

および退 院
たいいん

支援
しえん

施設
しせつ

は直
ただ

ちに廃
はい

止
し

されるべき 

○理由
りゆう
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 精 神
せいしん

病 院
びょういん

病 床
びょうしょう

の単
たん

なる看 板
かんばん

架
か

け替
か

えに過
す

ぎないから 

 

 


